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私
た
ち
歌
敷
山
中
学
校
同
窓
会
の
活
動
に

と
っ
て
母
校
の
図
書
館
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
定
例
の
評
議
員
会
や

春
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
図
書
館
を
お
借

り
し
て
開
催
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
数
年
前
ま

で
は
ず
っ
と
「
図
書
室
」
と
呼
び
慣
れ
て
き
ま

し
た
が
、
中
学
校
に
も
学
校
司
書
の
先
生
が
配

置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
本
来
の
「
学
校
図

書
館
」
と
い
う
名
称
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
名
称
だ
け
で
は
な
く
、
掲
示
板
に
は
生

徒
た
ち
が
作
っ
た
お
薦
め
本
の
ポ
ッ
プ
が
カ
ラ

フ
ル
に
貼
ら
れ
て
い
た
り
、
蔵
書
の
中
に
『
１

Ｑ
８
４
』
や
『
シ
リ
ア
の
秘
密
図
書
館
』
の
よ

う
な
話
題
作
が
散
見
す
る
の
も
最
近
の
変
化
の

よ
う
に
思
い
ま
す
。

一
方
で
図
書
館
内
部
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
私
が

在
校
生
で
あ
っ
た
五
十
年
前
と
あ
ま
り
変
わ
っ

て
い
な
い
様
に
感
じ
ま
す
。
蔵
書
の
収
容
力
が

乏
し
い
こ
と
が
、
こ
の
図
書
館
の
最
大
の
問
題

点
で
す
。
二
年
前
に
評
議
員
会
で
議
論
さ
れ
た

『
同
窓
会
文
庫
（
仮
称
）』
を
母
校
図
書
館
内
に

設
置
す
る
提
案
が
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
ま
ま
な
の

は
、
こ
の
収
容
ス
ペ
ー
ス
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
一
回
生
の
松
岡
享
子
さ
ん
や
灰

谷
健
次
郎
さ
ん
の
著
書
は
膨
大
で
す
の
で
、
厳

選
し
た
と
し
て
も
か
な
り
の
分
量
に
な
り
ま
す
。

な
ん
と
か
早
急
に
こ
の
問
題
を
解
決
し
て
晴
々

と
し
た
気
分
で
母
校
に
贈
呈
し
た
い
も
の
で
す
。

で
は
学
校
図
書
館
に
は
一
体
ど
れ
く
ら
い
の

蔵
書
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
学
校
司
書
の

竹
中
先
生
の
お
話
で
は
、
現
在
母
校
図
書
館
に

は
約
一
万
三
千
冊
の
本
が
あ
る
そ
う
で
す
。
学

校
図
書
館
に
は
法
律
に
基
づ
い
て
公
立
校
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
学
校
の
規
模
に
応
じ

て
最
低
基
準
蔵
書
数
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

文
科
省
の
基
準
と
、
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会

の
メ
デ
ィ
ア
基
準
の
二
種
類
の
計
算
法
が
あ
り

ま
す
が
、
平
成
三
十
年
度
の
母
校
の
学
級
数
と

生
徒
数
で
試
算
し
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
文
科

省
基
準
で
は
一
四
、二
四
〇
冊
、
メ
デ
ィ
ア
基
準

で
は
三
一
、八
五
〇
冊
と
な
り
ま
す
。
こ
の
二
種

類
の
基
準
に
大
き
な
差
が
あ
る
の
は
、
メ
デ
ィ

ア
基
準
が
「
読
書
セ
ン
タ
ー
」
と
「
学
習
情
報

セ
ン
タ
ー
」
の
二
つ
の
機
能
を
学
校
図
書
館
に

求
め
て
い
る
か
ら
で
す
。「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
」
に
対
応
す
る
の
が
メ
デ
ィ
ア
基
準
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
し
ょ
う
。

私
は
小
学
校
五
、六
年
の
頃
、
講
談
社
や
小

学
館
が
発
行
し
て
い
た
少
年
少
女
文
学
全
集
が

次
々
に
読
み
た
く
て
友
達
の
家
に
入
り
浸
っ
て

い
ま
し
た
。
あ
の
頃
に
読
書
力
の
基
本
が
身
に

つ
い
た
様
に
思
い
ま
す
。
石
坂
君
、
原
君
ど
う

も
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。
今
も
本
好
き

の
小
学
生
が
自
由
に
歌
中
図
書
館
を
利
用
で
き

れ
ば
い
い
な
、
と
密
か
に
思
っ
て
い
ま
す
。
市

民
図
書
室
と
の
連
携
や
、
電
子
図
書
館
の
導
入

な
ど
夢
は
尽
き
ま
せ
ん
。

学
校
図
書
館
の
夢

同
窓
会
会
長　

山　

口　

雅　

登　
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不
易
流
行 

　

〜
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す　

そ
の
３
〜

学
校
長　

前　

川　

志
の
ぶ　

昨
年
こ
の
誌
上
で
お
知
ら
せ
し
た
校
舎
の
大

規
模
改
修
は
そ
の
後
、
一
本
の
電
話
で
あ
っ
け

な
く
ふ
り
だ
し
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
来

年
度
（
令
和
元
年
度
）
予
定
し
て
い
た
改
修
は

予
算
の
都
合
上
、
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。」
…

教
室
配
置
や
引
っ
越
し
の
段
取
り
を
夢
と
と
も

に
描
い
て
い
た
の
に
…
。
し
ば
ら
く
声
も
出
な

い
状
態
が
続
き
ま
し
た
が
、
い
つ
ま
で
も
止
ま
っ

て
い
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
自
校
の
で
き

る
範
囲
で
改
善
策
を
立
て
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。折

し
も
、
二
年
後
に
は
新
し
い
学
習
指
導
要

領
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
よ
り
道
徳
科
は
教
科
と
し
て
、

授
業
数
を
確
保
し
、
評
価
を
出
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
教
職
員
も
流
れ
に
乗
り
遅

れ
ぬ
よ
う
準
備
を
し
よ
う
と
学
校
全
体
で
取
組

を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
授
業
の
進
め
方

や
、
行
事
運
営
な
ど
を
振
り
返
る
と
こ
ろ
か
ら

研
修
を
重
ね
て
い
ま
す
。
良
い
と
こ
ろ
は
続
け
、

見
直
す
べ
き
と
こ
ろ
は
改
善
方
法
を
模
索
す
る

と
い
う
作
業
は
簡
単
な
よ
う
で
す
が
、
定
着
さ

せ
る
ま
で
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
必
要
で
す
。

学
習
意
欲
が
高
く
、
様
々
な
方
面
に
興
味
関
心

を
持
つ
歌
中
生
に
負
け
じ
と
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
報
で
の
ご
挨
拶
〜
新
し
い
一
歩
を
踏

み
出
す
〜
も
三
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

一
回
目
は
新
制
中
学
開
校
以
来
、
全
校
生
が

一
丸
と
な
っ
て
歴
史
を
築
い
て
き
た
こ
と

二
回
目
は
時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ
て
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
の
両
面
で
少
し
ず
つ
変
化
を
遂
げ
て
き

た
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

我
ら
が
歌
敷
山
中
学
校
は
伝
統
を
重
ん
じ
な

が
ら
も
常
に
前
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も

新
し
い
取
組
に
積
極
的
に
挑
ん
で
き
て
い
ま
す
。

同
窓
会
も
然
り
。
公
立
中
学
校
で
あ
り
な
が

ら
基
盤
の
整
っ
た
会
が
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
運
営
や
行
事
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
は
他

の
学
校
で
も
耳
に
し
ま
す
が
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
や
同
窓
会
総
会
の
開
催
、
会
報
発
行
と

い
っ
た
独
自
の
活
動
が
継
続
し
て
活
発
に
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
歌
中
生
の
心
意
気
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
真
面
目
で
ひ
と
す
じ
で
あ
り
な
が

ら
、
新
し
い
も
の
を
柔
軟
に
取
り
入
れ
よ
う
と

す
る
と
こ
ろ
で
す
。
七
十
二
年
目
の
歩
み
も
三

分
の
二
を
終
え
、
七
十
三
年
目
に
向
か
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
後
も
歌
中
の
歌
中
ら
し
さ
は
八
十

年
、
一
〇
〇
年
と
脈
々
と
続
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
古
く
て
新
し
い
学
校
を
目
指
し
ま

す
。〈教育目標〉

責任　　健康　　友愛
自ら学び、深く考える人（責任）
命を大切にする人（健康）
思いやりのある人（友愛）

〈めざす生徒像〉

人にやさしく、自分を大切にする生徒
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歌
敷
山
中
学
校
の
伝
統
継
承

教　

頭　

沖　
　
　

憲　

治　

年
号
も
令
和
に
な
り
、
歌
敷
山
中
学
校
も
「
昭

和
」「
平
成
」「
令
和
」
と
七
十
年
を
超
え
る
歴

史
を
重
ね
て
い
ま
す
。

歌
敷
山
中
学
校
七
十
年
間
の
歴
史
に
つ
い
て

同
窓
会
の
集
ま
り
や
、
在
籍
し
て
い
た
先
生
方

か
ら
当
時
の
様
子
が
本
当
に
目
に
浮
か
ぶ
よ
う

に
語
っ
て
い
た
だ
き
、
歌
敷
山
中
学
校
の
歴
史

に
つ
い
て
多
く
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昭
和
二
十
二
年
に
神
戸
市
霞
ヶ
丘
中
学
校
と

し
て
開
校
し
、
昭
和
二
十
三
年
の
馬
小
屋
校
舎
、

昭
和
二
十
四
年
霞
ヶ
丘
中
学
校
か
ら
歌
敷
山
中

学
校
に
校
名
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
。
新
校
舎

十
二
教
室
が
完
成
、
昭
和
二
十
七
年
に
校
歌
制

定
、
昭
和
二
十
九
年
二
月
標
準
の
服
制
定
、
昭

和
二
十
九
年
六
月
に
初
の
学
芸
会
（
現
：
文
化

発
表
会
）
の
開
催
、
昭
和
三
十
年
五
月
に
初
の

体
育
会
の
開
催
、
昭
和
三
十
四
年
講
堂
（
現
：

一
号
館
）
建
設
、
昭
和
三
十
五
年
三
月
木
造
校

舎
が
焼
失
、昭
和
三
十
七
年
新
校
門
（
現
：
正
門
）

の
完
成
、
昭
和
三
十
九
年
現
プ
ー
ル
完
成
、
昭

和
四
十
一
年
四
十
二
年
新
設
舞
子
中
へ
分
離
な

ど
、
卒
業
し
て
い
か
れ
た
方
々
の
学
校
に
対
す

る
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

「
春
の
桜
の
学
校
開
放
」
で
は
地
域
の
方
々
が

学
校
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
満
開
の
桜
を

満
喫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
開
催

さ
れ
た
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
は
「
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
」
が
行
わ
れ
、
卒
業
生
に
よ
る
呈
茶
・

折
り
紙
教
室
・
ス
ト
ラ
ッ
プ
教
室
・
喫
茶
が
行

わ
れ
、「
歌
敷
山
中
学
校
同
窓
会
の
歩
み
」
が
上

映
さ
れ
、
懐
か
し
く
楽
し
い
時
間
を
す
ご
さ
れ

て
い
ま
し
た
。「
母
校
を
愛
し
、
地
域
を
愛
す
る

心
」
で
皆
様
が
母
校
を
温
か
く
見
守
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
感
謝
す
る
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
、
私
自
身
も
、
さ
ら
に
よ
き
伝
統
を
積
み
重

ね
て
い
く
こ
と
を
強
く
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

そ
し
て
、
在
校
生
も
歌
敷
山
中
学
校
に
新
た

な
歴
史
を
刻
み
続
け
て
い
ま
す
。

水
泳
部
で
は
三
種
目
（
５
０
ｍ
自
由
形
・

１
０
０
ｍ
自
由
形
・
４
×
１
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー

リ
レ
ー
）
が
全
国
大
会
に
出
場
し
、
５
０
ｍ
自

由
形
で
は
、
兵
庫
県
中
学
校
新
記
録
と
い
う
快

挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
剣
道
部
女
子
が
神
戸
市
中
学
校
総
合

体
育
大
会
で
団
体
準
優
勝
を
す
る
な
ど
、
各
部

活
動
が
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

来
年
度
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
ま
す
が
、
本
校
の
卒
業
生
が
活
躍
し
て
い
る

こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
歌
敷
山
中
学
校
の
発
展
の
た
め

に
卒
業
生
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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母
校
部
活
動
活
躍
状
況

❖ 
部
活
動　

実
績
一
覧

【
水
泳
部
】

三
十
年
九
月

　

 

第
六
十
七
回
神
戸
市
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　

水
泳
競
技
の
部

　
（
女
子
）

　

一
〇
〇
ｍ
自
由
形 

第
一
位　

片
山　

珠
里

　

四
〇
〇
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー 

第
二
位

　

四
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー 
第
一
位

　
（
男
子
）

　

一
〇
〇
ｍ
平
泳
ぎ 

第
三
位　

梅
﨑　

大
樹

　

一
〇
〇
ｍ
自
由
形 

第
一
位　

向
井　

瑛
希

　

四
〇
〇
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー 

第
一
位

　

四
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー 

第
一
位

三
十
一
年
三
月

　

平
成
三
十
年
度
神
戸
市
中
学
校

 

優
秀
選
手
賞　

片
山　

珠
里

元
年
七
月

　

 

第
五
十
九
回
神
戸
市
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　

水
泳
競
技
の
部

　
（
女
子
）

　

五
〇
ｍ
自
由
形 

第
一
位　

片
山　

珠
里

 

大
会
新

　

一
〇
〇
ｍ
自
由
形 

第
一
位　

片
山　

珠
里 

 

大
会
新

　

二
〇
〇
ｍ
自
由
形 

第
一
位　

田
村　

朱
里

　

四
〇
〇
ｍ
自
由
形 

第
二
位　

田
村　

朱
里

　

一
〇
〇
ｍ
平
泳
ぎ 

第
二
位　

井
村　

凪
瀬

　

二
〇
〇
ｍ
平
泳
ぎ 

第
二
位　

井
村　

凪
瀬

　

四
〇
〇
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー 

第
二
位

　

四
〇
〇
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー 

第
二
位

　

女
子
総
合 

優　

勝

　

男
女
総
合 

第
二
位

　

第
六
十
三
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　

水
泳
競
技
大
会

　
（
女
子
）

　

一
〇
〇
ｍ
自
由
形 

第
一
位　

片
山　

珠
里

　

五
〇
ｍ
自
由
形 
第
一
位　

片
山　

珠
里 

 
兵
庫
県
中
学
校
新
記
録

　

二
〇
〇
ｍ
平
泳
ぎ 

第
三
位　

井
村　

凪
瀬

　

二
〇
〇
ｍ
自
由
形 

第
三
位　

田
村　

朱
里

　

四
〇
〇
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー 
第
一
位

　

女
子
総
合 
第
一
位 

元
年
八
月

　

 

第
六
十
八
回
近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　

水
泳
競
技
大
会

　
（
女
子
）

　

五
〇
ｍ
自
由
形 

第
二
位　

片
山　

珠
里

　

一
〇
〇
ｍ
自
由
形 

第
三
位　

片
山　

珠
里

　

四
〇
〇
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー 

第
三
位

　

女
子
総
合 

第
三
位

　

 

第
五
十
九
回
全
国
中
学
校
水
泳
競
技
大
会

　
（
女
子
）

　

五
〇
ｍ
自
由
形 

第
三
位　

片
山　

珠
里 

 

兵
庫
県
中
学
校
新
記
録

　

一
〇
〇
ｍ
自
由
形 

第
二
位　

片
山　

珠
里

元
年
九
月

　

 

第
七
十
四
回
国
民
体
育
大
会
水
泳
競
技
競
泳

　
（
少
年
Ｂ
女
子
）

　

五
〇
ｍ
自
由
形 

第
二
位　

片
山　

珠
里 

 

兵
庫
県
中
学
校
新
記
録

　

一
〇
〇
ｍ
自
由
形 

第
四
位　

片
山　

珠
里

　

四
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー 

第
四
位

【
剣
道
部
】

三
十
年
十
月

　

 

第
五
十
二
回
神
戸
市
中
学
校
新
人
剣
道
大
会

　
（
女
子
）

　

団
体
の
部 

第
三
位
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元
年
七
月

　
 

第
五
十
九
回
神
戸
市
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　

剣
道
競
技
大
会

　
（
女
子
）

　

団
体 

第
二
位

【
吹
奏
楽
部
】

三
十
年
十
二
月

　

第
四
十
六
回
兵
庫
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

　

第
二
十
八
回
神
戸
地
区
大
会

 
金
賞　

神
戸
市
代
表

元
年
七
月

　

 

第
六
十
六
回
兵
庫
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　

第
四
十
二
回
神
戸
地
区
大
会

　

中
学
校
A
部
門 

金
賞　

神
戸
市
代
表

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
】

三
十
一
年
四
月

　

 

第
六
十
一
回
神
戸
市
市
民
体
育
大
会

 

第
三
位

元
年
七
月

　

 

第
五
十
九
回
神
戸
市
中
学
校
総
合
体
育
大
会

 

第
三
位

【
部
活
動
以
外
の
活
躍
】

三
十
年
十
月

　

 

第
六
十
二
回
日
本
学
生
科
学
賞

　

兵
庫
県
コ
ン
ク
ー
ル

 

県
知
事
賞　

鈴
木　

寛
大 

 

読
売
新
聞
社
賞　

鈴
木　

寛
大

三
十
年
十
月

　

 

第
四
十
回
兵
庫
県
総
合
文
化
祭
書
写
部
門

 

特　

選　

木
村　

文
香

三
十
年
十
一
月

　

 

第
七
十
回
兵
庫
県
幼
・
小
・
中
造
形
教
育
展

 

特　

選　

鈴
木　

寛
大

三
十
年
十
二
月

　
 

平
成
三
十
年
度
中
学
生
の
主
張
大
会 

 
 

最
優
秀
賞　

梶
村　

百
花

部
活
動
を
通
し
て

　
「
感
謝
」

 

水
泳
部　

片
山　

珠
里　

私
が
、
全
中
出
場
の
目
標
を
た
て
た
の
は
、

中
学
一
年
の
時
で
し
た
。
正
門
に
「
祝
全
国
大

会
出
場
水
泳
部
」
と
書
か
れ
た
過
去
の
先
輩
の

も
の
が
は
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
か
っ
こ
い
い
と

思
う
と
同
時
に
自
分
も
こ
う
な
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
最
初
の
総
体
は
、
近
畿
に
は
行
け
た

も
の
の
全
中
に
は
ほ
ど
遠
い
結
果
で
し
た
。
そ

れ
で
も
、
近
畿
で
戦
え
た
こ
と
が
と
て
も
う
れ

し
く
て
、
自
信
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
そ
こ
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か
ら
た
く
さ
ん
の
努
力
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

最
後
の
総
体
。
私
の
目
標
は
、
全
中
出
場
で
は

な
く
「
全
中
の
表
彰
台
に
の
ぼ
る
」
と
い
う
目

標
に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、二
年
の
夏
、

全
中
に
行
け
た
も
の
の
、
何
一
つ
い
い
と
こ
ろ

な
く
帰
っ
て
き
て
し
ま
い
、
応
援
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
に
何
も
返
せ
ず
、
と
て
も
悔
し
い
思
い

を
し
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
か
ら
一
年
間
、
海
外

遠
征
な
ど
に
も
行
か
せ
て
も
ら
い
、
た
く
さ
ん

の
コ
ー
チ
の
方
々
と
知
り
合
い
、
い
ろ
ん
な
経

験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
誰
よ
り

も
練
習
を
し
ま
し
た
。
昨
年
の
自
分
と
は
違
い
、

自
信
や
楽
し
み
、
少
し
の
不
安
な
ど
た
く
さ
ん

思
い
が
心
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
む
か

え
た
全
中
。
た
く
さ
ん
の
先
生
、
友
達
、
保
護

者
の
方
な
ど
の
応
援
に
応
え
な
け
れ
ば
と
気
を

引
き
し
め
ま
し
た
。
結
果
は
二
位
と
三
位
。
目

標
と
し
て
い
た
表
彰
台
に
の
ぼ
れ
ま
し
た
。
目

標
と
し
て
い
た
タ
イ
ム
に
は
少
し
と
ど
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
本
当
に
良
い
試
合
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
二
年
半
の
部
活
動
で
自
分
自
身
、
変
わ

れ
た
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
水
泳
は
個
人

競
技
だ
か
ら
、
一
人
で
が
ん
ば
っ
て
い
く
も
の

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
水
泳
部
に
入
り
、

し
ん
ど
い
練
習
も
み
ん
な
で
声
を
出
し
合
っ
て
、

つ
ら
い
こ
と
も
全
員
で
乗
り
こ
え
ま
し
た
。
泳

い
で
い
る
と
き
は
、
応
援
し
て
も
ら
っ
た
り
自

分
が
応
援
し
た
り
。
ほ
か
に
も
、
あ
い
さ
つ
や

時
間
に
厳
し
く
な
っ
た
り
助
け
合
う
こ
と
な
ど
、

た
く
さ
ん
学
べ
ま
し
た
。

私
は
、
歌
敷
山
水
泳
部
と
し
て
試
合
に
出
れ

た
こ
と
を
本
当
に
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
は
本

当
に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
高
校
に
入
っ
て

も
ま
だ
ま
だ
が
ん
ば
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し
て

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長　

五
嶋
美
香
子　

平
素
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理
解
、
ご
支
援
を

賜
り
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
の
活
動
も
二
年
目
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
一
年
で
年
間
を
通
じ
て
の

地
域
の
方
々
の
活
動
と
学
校
の
取
り
組
み
を
知

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

本
部
と
し
て
活
動
し
な
け
れ
ば
経
験
で
き
な
い

気
づ
き
と
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
度
三
月
三
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
は
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
合
間
に

は
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
や
茶
道
、
手
芸
な
ど
を
楽

し
ま
せ
て
頂
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
ち
ょ
う
ど
桜
が
満
開
に
な

る
頃
で
す
。
歌
敷
山
中
学
校
の
満
開
の
桜
は
本

当
に
素
晴
ら
し
い
で
す
。
本
館
二
階
か
ら
校
庭

側
の
望
む
景
色
は
桜
の
花
が
ぼ
ん
ぼ
り
状
に
重

な
り
、
先
が
見
え
な
い
程
で
す
。

素
晴
ら
し
い
と
言
い
ま
す
と
歌
中
生
の
挨
拶

も
い
つ
も
と
て
も
気
持
ち
が
良
い
で
す
。
思
春

期
の
多
感
な
時
期
に
知
ら
な
い
大
人
と
言
葉
を

交
わ
す
、
そ
れ
が
と
て
も
気
恥
ず
か
し
い
事
で

あ
る
の
は
自
分
の
経
験
を
以
っ
て
知
っ
て
い
ま

す
。
で
す
が
、
ど
の
生
徒
も
元
気
に
「
こ
ん
に

ち
は
」
と
挨
拶
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
は
そ
の

ま
ま
歌
敷
山
中
学
校
の
校
風
と
な
り
、
学
校
の

雰
囲
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。
先
輩
方
が
築
い
て

来
ら
れ
た
校
風
は
礎
と
な
り
、
脈
々
と
引
き
継

が
れ
て
い
る
の
だ
と
、
現
在
の
歌
中
生
を
見
て

思
う
の
で
す
。

子
供
達
の
健
や
か
な
育
成
に
は
家
庭
、
学
校
、

地
域
の
連
携
が
大
切
だ
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

桜
の
若
木
達
が
の
び
の
び
と
空
に
枝
を
伸
ば
し

花
を
咲
か
せ
ら
れ
る
よ
う
、
豊
か
な
土
壌
・
時

に
厳
し
い
自
然
の
よ
う
で
あ
る
べ
く
、
共
に
子

達
を
見
守
っ
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。
日
頃
の

感
謝
を
込
め
、
こ
れ
か
ら
の
同
窓
会
生
皆
様
の

ご
多
幸
と
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
致
し
て
お
り

ま
す
。

歌敷山中学校同窓会会報（6）



は
卒
業
四
十
周
年

を
迎
え
た
二
十
九

回
生
の
記
念
同
期

会
と
の
合
同
で
、

広
い
「
六
甲
の
間
」

全
体
を
使
っ
て
一

堂
に
会
し
ま
し
た
。

ま
た
二
十
九
回
生
の
恩
師
で
あ
る
岡
田
喜
朗
先

生
、
楡
井
登
志
雄
先
生
、
加
藤
武
久
先
生
、
市

場
（
水
野
）
き
み
江
先
生
が
ご
出
席
下
さ
い
ま

し
た
。
懇
親
会
の
冒
頭
、
科
学
技
術
分
野
で
の

め
ざ
ま
し
い
功
績
に
よ
り
昨
春
紫
綬
褒
章
を
受

章
さ
れ
た
二
十
九
回
生
の
金
馬
慶
明
さ
ん
に
対

し
花
束
が
贈
呈
さ
れ
、
出
席
者
全
員
で
喜
び
を

共
に
し
ま
し

た
。
そ
し
て

楽
し
い
食
事

と
語
ら
い
で

大
い
に
盛
り

上
が
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
、

女
性
初
の
真
打
と
し
て
東
京
を
中
心
に
活
躍
す

る
落
語
家
、
桂
右
團
治
師
匠
（
二
十
九
回
生
）

に
よ
る
一
席
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
前
日
、
新

開
地
に
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
「
喜
楽
館
」
で
開

催
さ
れ
た
『
歌
敷
寄
席
落
語
会
』
も
満
員
御
礼

同
窓
会
開
催
報
告

❖ 
平
成
三
十
年
度
総
会
報
告

同
窓
会
会
長　

山
口　

雅
登　

平
成
三
十
年
度
同
窓
会
総
会
は
、
十
一
月
三

日
（
土
）
文
化
の
日
に

舞
子
ビ
ラ
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
い
つ

も
の
よ
う
に
ま
ず
「
あ

じ
さ
い
ホ
ー
ル
」
で
総

会
行
事
を
行
い
、
続
い

て
「
六
甲
の
間
」
に
移
動
し
て
懇
親
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

総
会
議
事
に
先
立

ち
、
昨
年
同
様
今
年
も

神
戸
地
区
大
会
で
最

高
の
金
賞
に
輝
い
た

母
校
吹
奏
楽
部
一
、二

年
生
が
、
ホ
ー
ル
の
舞

台
か
ら
は
み
出
し
そ

う
な
大
編
成
で
観
客

も
巻
き
込
み
な
が
ら

の
迫
力
の
あ
る
演
奏

を
披
露
さ
れ
、
会
場
全

体
を
若
さ
に
溢
れ
た
温
か
い
風
で
包
ん
で
く
れ

ま
し
た
。

総
会
で
は
、
司
会
の
酒
井
丈
子
さ
ん
（
二
十
六

回
生
）
に
よ
る
開
会
の
辞
に
続
き
、
物
故
者
へ

の
黙
祷
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
続
い
て

来
賓
を
代
表
し
て

母
校
の
前
川
志
の

ぶ
校
長
と
中
島
明

俊
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か

ら
祝
辞
を
頂
き
ま

し
た
。
議
事
に
入

り
活
動
報
告
、
会

計
報
告
、
監
査
報

告
の
後
、
母
校
へ

の
記
念
品
贈
呈（
部

活
に
対
す
る
奨
励

賞
）
と
滞
り
な
く

進
行
し
無
事
終
了

し
ま
し
た
。
酒
井

さ
ん
は
今
回
で
三

回
目
の
司
会
役
で

し
た
の
で
、
安
心

し
て
進
行
を
任
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
十
七
回
生
の

冨
士
健
二
さ
ん
が
司
会
を
務
め
ま
し
た
。
今
回

昨春紫綬褒章を受章された
29回生の金馬慶明さん

中島ＰＴＡ会長 挨拶 前川校長 挨拶総会司会　酒井さん

懇親会司会　冨士さん

吹奏楽部　オープニング演奏 山口会長 挨拶
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の
盛
況
で
、
右
團

治
師
匠
の
名
演
を

二
日
続
け
て
堪
能

し
た
方
も
多
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

『
歌
敷
寄
席
』
に

は
同
じ
く
歌
中
同

窓
生
の
桂
三
四
郎

（
四
十
八
回
生
野

津
瑛
司
さ
ん
）
も
出
演
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
才
気
あ
ふ
れ
る
高
座
は
今
後
の
活
躍
を
大
い

に
期
待
さ
せ
る
も

の
で
し
た
。
そ
し

て
懇
親
会
の
最
後

は
い
つ
も
通
り
校

歌
の
大
合
唱
で
盛

大
に
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
。

４回生　打越さん・塩崎さん
　　　　田本さん・長野さん

校長・教頭先生とＰＴＡ役員の皆さん15・16・18回生

17回生

１回生と３回生７回生　林さん・黒島さん

桂右團治（29回生）恩師の先生方と 29回生

６回生　伊藤さん・角南さん
５回生　神部さん・谷口さん

19回生
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❖ 

成
人
式
同
期
会

六
十
五
回
生
卒
業
生
同
窓
会
会
長
代
理　

竹
村　

涼
賀

会
長　

野
田　

賛
太

会
計　

西
岡　

佑
朔

平
成
三
十
年
一
月
十
四
日
人
生
に
お
い
て
最
も
大

き
な
節
目
の
一
つ
と
言
え
る
成
人
式
を
終
え
た
そ
の

日
の
夜
、
私
た
ち
は
歌
敷
山
中
学
校
六
十
五
回
生
の

卒
業
生
の
同
窓
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
中
学
校
を
卒

業
し
て
か
ら
五
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
中
、
定
期

的
に
卒
業
し
て
か
ら
も
遊
ん
だ
り
、
旅
行
に
行
っ
て

い
る
友
人
も
い
ま
し
た
が
大
多
数
の
人
が
卒
業
以
来

ほ
と
ん
ど
顔
を
合
わ
せ
て
い
な
い
よ
う
な
関
係
で
会

場
三
宮
ア
マ
ー
ヴ
ェ
ル
に
着
く
ま
で
は
そ
ん
な
人
た

ち
と
は
何
を
話
し
た
ら
い
い
の
か
を
考
え
な
が
ら
、

少
し
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
会
場
に
到
着
す

る
と
そ
ん
な
私
の
考
え
は
杞
憂
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
す
ぐ
に
分
か
り
ま
し
た
。
四
〜
五
年
ぶ
り
に
会
う

は
ず
の
友
人
と
話
し
て
い
る
の
に
、
つ
い
昨
日
会
っ

た
の
か
な
と
感
じ
て
し
ま
う
程
の
距
離
感
で
会
話

を
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
し
て
同
窓
会
が
終
わ
る
ま

で
そ
ん
な
気
持
ち
で
過
ご
せ
た
私
は
ま
る
で
中
学
時

代
の
休
み
時
間
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
え
る
く
ら
い
無
心
で
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
し
、
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
っ
た
の
は
私
だ
け
で

な
く
同
窓
会
に
参
加
し
た
ほ
と
ん
ど
の
人
が
同
じ
よ

う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
と
思
い
ま

す
。ま

た
同
窓
会
で
は
久
し
ぶ
り
に
会
え
る
の
は
友
人

だ
け
で
な
く
、
先
生
方
に
も
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
学
時
代
、
私
た
ち
に
対

し
て
時
に
優
し
く
、
時
に
厳
し
く
接
し
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
は
五
年
の
時
を
経
て
い
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
変
わ
ら
ず
元
気
な
姿
で
お
会
い
で
き
本
当
に
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
先
生
方
も
少
し
大
き
く
な
っ
た
私

た
ち
の
姿
を
見
て
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、生
徒
、

先
生
方
の
同
窓
会
に
参
加
し
た
全
て
の
人
が
、
か
け

が
え
の
な
い
素
晴
ら
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
本
当
に

素
晴
ら
し
い
、
一
生
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
同
窓
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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メ
ン
バ
ー
は
回
生
順
に
永
富
敏
之
②
、
塩
崎
武

④
、
伊
藤
宏
⑥
、
永
富
典
子
⑦
、
黒
島
陸
枝
⑦
、

林
佐
名
哉
⑦
、
北
村
裕
美
⑦
、
津
田
美
智
子
⑨
、

濵
田
豊
機
⑪
、
北
川
守
⑪
、
山
口
雅
登
⑰
、
藤

本
純
子
⑰
の
十
一
名
で
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
長
年
に
亘
っ
て
こ
の
大

会
に
参
加
し
、
プ
レ
ー
は
も
ち
ろ
ん
テ
ン
ト
の

設
営
や
コ
ー
ス
の
設
置
な
ど
準
備
や
進
行
を
手

伝
っ
て
き
て
く
れ
た
運
動
部
（
水
泳
部
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
、剣
道
部
、ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
な
ど
）

の
部
員
の
出
番
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

部
活
動
の
あ
り
方
に
関
す
る
「
神
戸
市
立
中
学

校
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
平
成
三
十
年
四
月

策
定
）」
に
則
り
、「
神
戸
市
立
歌
敷
山
中
学
校

部
活
動
に
係
る
活
動
方
針
」
が
定
め
ら
れ
、
土

曜
日
、
日
曜
日
に
お
け
る
部
活
動
に
大
幅
な
制

限
が
加
え
ら
れ
た
た
め
で
す
。
こ
の
た
め
、
従

来
か
ら
の
チ
ー
ム
編
成
数
十
八
が
今
大
会
か
ら

十
二
に
縮
小
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

プ
レ
ー
は
、
七
名
ず
つ
十
二
の
チ
ー
ム
対
抗

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
後
の
九
時
二
十
分

に
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
前
半
八
、後
半
六（
二
コ
ー

ス
カ
ッ
ト
）、
合
計
十
四
の
コ
ー
ス
を
巡
回
。
好

プ
レ
ー
、
珍
プ
レ
ー
を
繰
り
広
げ
な
が
ら
午
前

十
一
時
三
十
分
に
終
了
し
ま
し
た
。
引
き
続
き

行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
成
績
上
位
三
位
ま
で
と

同
窓
会
活
動
報
告

❖ 
平
成
三
十
年
度
ふ
れ
あ
い

　

 
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
報
告

歌
中
ふ
れ
あ
い
懇
話
会
主
催
の
平
成
三
十
年

度
の
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
十
二

月
二
日
（
土
）
母
校
第
一
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
ふ
れ
あ
い
懇
話
会
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
昭
和
六
十
年
代
か
ら
毎
年
一
回
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
初
め
の
頃
は
毎
年
八
月
に
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
七
年
前
の
平
成
二
十
四

年
か
ら
は
十
二
月
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
同
窓
会
は
、
平
成
十
一
年
に
初
め
て
参

加
し
て
以
来
、
二
十
年
連
続
し
て
参
加
し
て
い

ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
大
会
に
は
今
年
も
霞
ヶ
丘
幼

稚
園
児
、
霞
ヶ
丘
小
学
校
及
び
東
舞
子
小
学
校

児
童
並
び
に
歌
敷
山
中
学
校
生
徒
と
こ
れ
ら
の

各
保
護
者
。
ま
た
地
元
の
霞
ヶ
丘
健
寿
会
、
五

色
山
健
寿
会
、
苔
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

の
各
老
人
会
。
さ
ら
に
霞
ヶ
丘
こ
ど
も
囲
碁
ク

ラ
ブ
の
指
導
者
そ
し
て
わ
が
同
窓
会
メ
ン
バ
ー

の
合
計
七
十
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
同
窓
会

同窓会出場メンバー

ブ
ー
ビ
ー
と
な
っ
た
チ
ー
ム
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
個
人
と
し
て
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
達

成
者
七
名
に
景
品
が
授
与
さ
れ
、
わ
が
同
窓
会

か
ら
は
津
田
さ
ん
と
藤
本
さ
ん
の
二
名
が
こ
の

栄
に
浴
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
大
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、

毎
年
の
こ
と
で
す
が
今
回
も
母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部

並
び
に
健
全
育
成
委
員
会
の
皆
様
に
受
付
、
成

績
集
計
や
飲
物
、
お
や
つ
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
大

会
運
営
に
協
力
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
こ
に

改
め
て
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
伊
藤　
　

宏　

記
）
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❖ 

令
和
元
年
度
母
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
同
窓
会

三
者
懇
談
会
（
開
催
報
告
）

同
窓
会
主
催
に
よ
る
恒
例
の
三
者
懇
談
会
が
、

六
月
十
三
日
（
木
）
午
後
六
時
半
よ
り
垂
水
本

通
り
「
喫
茶
ブ
ラ
ジ
ル
」
三
階
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
私
た
ち
同
窓
会
活
動
は
母
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
協
力
と
支
援
が
な
け
れ
ば
と
う
て
い
成
り
立

ち
ま
せ
ん
。
こ
の
行
事
は
同
窓
会
が
ご
招
待
す

る
か
た
ち
で
、
日
頃
の
ご
厚
意
に
感
謝
し
つ
つ
、

今
後
ま
す
ま
す
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
に
毎

年
こ
の
時
期
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

母
校
か
ら
前
川
校
長
、
沖
教
頭
、
御
藤
先
生

（
教
務
）、
森
田
先
生
（
三
年
総
務
）、
伊
地
先
生

（
二
年
総
務
）、
藤
田
先
生
（
一
年
総
務
）
の
六

名
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
磯
部
、
五
嶋
、
三
宅
副
会
長

の
三
名
（
残
念
な

が
ら
お
仕
事
の
関

係
で
中
島
会
長
が

欠
席
で
し
た
）。
同

窓
会
か
ら
は
山
口

会
長
、
青
木
副
会

長
、
山
際
事
務
局

長
、
濵
田
相
談
役
、

藤
本
理
事
、
林
監

事
、
黒
島
監
事
の

八
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
紹
介
の
後
、
活
動
状
況
の

説
明
や
情
報
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
、
予
定
時

間
を
大
幅
に
超
え
て
和
や
か
に
終
了
し
ま
し
た
。

❖ 

歌
中
ふ
れ
あ
い
懇
話
会
報
告

歌
中
ふ
れ
あ
い
懇
話
会
は
、
毎
年
三
回
、
各

学
期
ご
と
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
六

月
二
十
五
日
（
火
）
午
後
三
時
よ
り
母
校
会
議

室
に
お
い
て
、
平
成
三
十
一
年
度
第
一
回
ふ
れ

あ
い
懇
話
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
懇
話
会
は
、
歌
中
、
霞
ヶ
丘
小
、
東
舞

子
小
三
校
の
校
区
を
ひ
と
つ
の
地
域
と
し
て
捉

え
、
各
校
の
校
長
を
中
心
に
生
徒
指
導
担
当
の

教
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
同
窓
会
、
青
少
年
育
成
協
議
会
、

主
任
児
童
委
員
、
婦
人
会
な
ど
の
学
校
・
保
護
者
、

地
域
支
援
者
の
各
代
表
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
連

携
を
深
め
、
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
懇
話
会
で
は
、
新
年
度
に
当
た
り
自

己
紹
介
と
共
に
各
校
、
各
代
表
の
近
況
報
告
と

情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
か
ら
は

近
況
報
告
と
し
て
今
秋
の
同
窓
会
総
会
の
準
備

状
況
、
第
七
十
二
回
体
育
会
・
文
化
発
表
会
へ

の
取
組
み
状
況
及
び
今
年
度
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
概
要
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

❖ 

学
校
評
議
員
会

学
校
評
議
員
会
は
学
期
ご
と
に
年
三
回
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
は
第
一
回
目
が

令
和
元
年
六
月
二
十
五
日
（
火
）
の
午
後
、
ふ

れ
あ
い
懇
話
会
終
了
後
に
母
校
校
長
室
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
評
議
員
は
、
学
校
長
の
推
薦
に
よ
り
、

市
の
教
育
長
が
委
嘱
し
ま
す
。
そ
の
役
割
は
、

学
校
運
営
に
つ
い
て
の
意
見
を
述
べ
、
評
価
を

行
う
こ
と
及
び
保
護
者
・
地
域
と
の
連
携
・
協

力
の
橋
渡
し
役
を
担
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

学
校
評
議
員
は
、
教
育
に
関
す
る
理
解
と
識
見

を
有
す
る
者
や
、
学
校
と
連
携
し
支
援
す
る
組

織
の
代
表
者
・
構
成
員
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と

さ
れ
ま
す
。
今
年
度
は
前
年
度
と
変
わ
ら
ず
七

名
の
学
校
評
議
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
同
窓

会
長
も
そ
の
中
の
ひ
と
り
で
す
。

第
一
回
目
の
評
議
員
会
で
は
、
今
年
度
の
教

育
目
標
や
校
務
運
営
組
織
・
教
職
員
の
異
動
・

年
間
行
事
予
定
の
説
明
が
あ
り
、
平
成
三
十
年

度
教
育
活
動
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
歌
中
は
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保
護
者
へ
の
情
報
提
供
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

護
に
つ
い
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
一
方
、
施

設
・
設
備
の
整
備
に
つ
い
て
は
か
な
り
低
い
評

価
で
し
た
。
子
ど
も
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
と

し
て
は
、
家
事
の
手
伝
い
や
自
然
に
親
し
む
活

動
が
突
出
し
て
い
ま
す
。
学
校
教
育
に
望
む
こ

と
で
最
も
多
い
の
は
、
い
じ
め
・
不
登
校
問
題

で
し
た
。

❖ 

第
七
十
回
生　

同
窓
会
入
会
式

平
成
三
十
年
度
第
七
十
回
生
同
窓
会
入
会
式

は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
七
日
（
木
）
午
前
九

時
よ
り
母
校
体
育
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
窓
会
本
部
か
ら
は
山
口
会
長
、
青
木
副
会
長
、

伊
藤
、
藤
本
、
山
際
各
理
事
、
黒
島
監
事
、
酒

井
評
議
員
の
計
七
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

入
会
式
は
酒
井
さ
ん
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、

前
川
校
長
、
山
口
会
長
の
各
挨
拶
の
後
、
七
十

回
生
代
表
小
玉
拓
未
君
の
入
会
挨
拶
が
あ
り
、

続
い
て
七
ク
ラ
ス
十
四
名
の
ク
ラ
ス
幹
事
と
四

名
の
学
年
代
表
幹
事
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
学
年

代
表
幹
事
に
は
七
十
回
生
評
議
員
の
委
嘱
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
出
席
者
全
員
で
校
歌

を
斉
唱
し
、
入
会
式
を
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し

た
。

❖ 

第
七
十
回　

卒
業
式

平
成
三
十
一
年
三
月
八
日
（
金
）
午
前
十
時

よ
り
母
校
講
堂
に
て
、
第
七
十
回
卒
業
証
書
授

与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
七
ク
ラ
ス
二
六
九
名

の
生
徒
が
巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。
前
川
校
長

は
式
辞
の
中
で
、
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
共
に

生
き
る
」
や
教
育
目
標
「
責
任 

健
康 

友
愛
」
に

つ
い
て
話
さ
れ
、
工
藤
直
子
の
詩
『
ば
ら
』
を

卒
業
生
へ
の
は
な
む
け
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

は
こ
ん
な
詩
で
す
。「
花
び
ら
が
散
る
と 

そ
こ
に

／
花
び
ら
の
か
た
ち
の
／
な
に
か　

や
さ
し
い

も
の
が
／
あ
つ
ま
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」

同
窓
会
か
ら
以
下
の
祝
詞
を
贈
り
ま
し
た
。

第
七
十
回
卒
業
生
の
皆
様

　
　
　

祝　

詞

さ
あ
今
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
だ

目
指
す
方
角
は
バ
ラ
バ
ラ
だ
け
ど

口
ず
さ
ん
で
る
歌
は
同
じ

耳
を
す
ま
せ
ば
い
つ
だ
っ
て

あ
の
歌
が
聞
こ
え
る
か
ら

き
み
は
心
の
夜
道
で
迷
う
こ
と
は
な
い

ど
ん
な
に
遠
く
へ
だ
っ
て
行
け
る
け
ど

食
事
は
し
っ
か
り 

カ
ラ
ダ
に
も
コ
コ
ロ
に
も

今
日
の
祝
福
の
花
束
も
忘
れ
る
な
よ

平
成
三
十
一
年
三
月
八
日

歌
敷
山
中
学
校
同
窓
会　

会
長　

山
口　

雅
登

❖ 

第
七
十
三
回　

入
学
式

平
成
三
十
一
年
四
月
九
日
（
火
）
午
後
二
時

よ
り
母
校
講
堂
に
て
七
十
三
回
生
の
入
学
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
歌
中
に
は
今
年
も
六
ク
ラ
ス

二
四
六
名
と
た
く
さ
ん
の
新
入
生
が
入
学
し
ま

し
た
。
新
入
生
代
表
津
村
夏
菜
さ
ん
が
力
強
く

ま
た
可
愛
ら
し
く
「
誓
い
の
言
葉
」
を
述
べ
ま

し
た
。
こ
こ
数
年
ず
っ
と
女
性
の
新
入
生
代
表

が
続
い
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

同
窓
会
か
ら
以
下
の
祝
詞
を
贈
り
ま
し
た
。
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番
読
み
た
い
と
思
う
本
）
が
選
ば
れ
、
そ
れ
は

青
木
副
会
長
推
薦
の
「
神
戸
ル
ー
ル
」
で
し
た
。 

引
き
続
き
お
楽

し
み
コ
ー
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

呈
茶
（
ミ
ニ
お

茶
席
）
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
井
上
幸

子
さ
ん
（
十
八
回

生
）、
酒
井
丈
子
さ

ん
（
二
十
六
回
生
）、

藤
本
純
子
さ
ん
（
十
七
回
生
）
外
に
よ
る
本
格

的
な
お
茶
の
提
供
、
折
り
紙
教
室
で
は
、
阿
部

洋
子
さ
ん
（
十
七
回
生
）、
編
み
物
教
室
で
は
、

林
佐
名
哉
さ
ん
（
七
回
生
）、
マ
カ
ロ
ン
型
ス
ト

ラ
ッ
プ
教
室
で
は
眞
期
晴
代
さ
ん
（
十
七
回
生
）

が
そ
れ
ぞ
れ
熱

心
に
指
導
さ
れ

ま
し
た
。  

さ
ら
に
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
お
母
さ

ん
た
ち
の
喫
茶

サ
ー
ビ
ス
と
高
杉
優
子
さ
ん
（
十
七
回
生
）、
松

下
聡
子
さ
ん
（
二
十
九
回
生
）
に
よ
る
ぜ
ん
ざ

い
の
提
供
も
好
評
で
し
た
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
通
し
て
「
歌
敷
山

第
七
十
三
回
新
入
生
の
皆
様

　
　

祝　

詞

美
し
い
四
月
の
こ
の
佳
き
日
、
少
し
緊
張
気

味
の
初
々
し
い
新
入
生
の
皆
さ
ん
が
、
母
校
歌

敷
山
中
学
校
に
入
学
さ
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
喜

び
、
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
学
校
は
し
ば
し
ば
「
歴
史
と
伝
統
を
誇

る
」
と
形
容
さ
れ
ま
す
が
、
た
だ
の
言
葉
だ
け

の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
は
至
る
所

に
宝
物
が
埋
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
皆
さ

ん
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
き
っ
と
役
に
立
つ
も
の

ば
か
り
で
す
。
ど
う
か
出
来
る
だ
け
た
く
さ
ん

の
宝
物
を
見
つ
け
て
下
さ
い
。
そ
し
て
た
く
さ

ん
の
友
達
を
作
っ
て
下
さ
い
。

平
成
三
十
一
年
四
月
九
日

歌
敷
山
中
学
校
同
窓
会　

会
長　

山
口　

雅
登

第
九
回
同
窓
会
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催
報
告

同
窓
会　

事
務
局　

本
年
も
桜
の
学
校
開
放
に
あ
わ
せ
、
三
月

三
十
一
日

（
日
）
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
が
開
催

さ
れ
、「
図
書

館
で
の
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
」
が
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

山
口
同
窓
会
長
の
挨

拶
に
続
き
、
前
川
校

長
の
祝
辞
、
さ
ら
に
、

吉
田
教
頭
に
よ
る
母

校
近
況
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、
前
年
に
引
き
続

き
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
五
名
の

方
か
ら
推
薦
し
た
い
本
の
簡

単
な
説
明
の
後
、
全
員
の
投

票
で
「
チ
ャ
ン
プ
本
」（
一
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桜の木の下で

中
学
校
同
窓
会

の
歩
み
」
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
上
映
が

あ
り
、
例
年
人

気
の
高
い
ア
ル

バ
ム
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
歴
代
の

卒
業
記
念
ア
ル

バ
ム
や
記
念
文

集
を
熱
心
に
見

入
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
数
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。
な
お
、
例
年
通
り
参
加
者
に
は
、
眞
期
晴

代
さ
ん
（
十
七
回
生
）
に
用
意
し
て
頂
い
た
お

菓
子
の
詰
合
せ
が
配
ら
れ
ま
し
た
。    

サクラの学校開放に合わせて

〝ホームカミングデー〟
を開催予定

　令和２年度は４月４日㈯、４
月５日㈰のサクラの学校開放に
合わせて〝第 10 回ホームカミ
ングデー〟の開催を４月５日㈰
に予定しています。フェイスブッ
ク、新聞広告等で改めてご案内
致しますので、ご期待下さい。

九
回
生 

南
部 

直
敏 

内
定
を　

す
ぐ
に
も
ら
い
し　

同
級
生

彼
と
は
な
れ
て　

薄
明
か
り
の
道

歌
中
歌
壇

広
報
委
員
会
で
は
、
ご
希
望
あ
れ
ば
短
歌
な

ど
を
紙
面
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
掲
載
す
る
事
に

し
ま
し
た
。
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❖ 

第
七
十
二
回
母
校
体
育
会（
参
加
報
告
）

令
和
元
年
の
母
校
体
育
会
は
、
九
月
十
四
日

（
土
）
晴
天
下
の
母
校
第
一
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
体
育
会
は
、
生
徒
た
ち
の

熱
中
症
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

全
体
の
演
技
数
を
減
ら
し
、
昼
食
休
憩
時
間
を

長
く
す
る
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
、
同
窓
会
は
、
例
年
ど
お
り
午
後
の
部

の
「
玉
入
れ
」
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
来
賓
、
職
員
の
皆

さ
ん
と
共
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
演
技

に
参
加
す
る
地
域
の
こ
ど
も
た
ち
（
小
学
生
、

幼
児
等
）に
は
、今
年
も
同
窓
会
本
部
よ
り
の「
参

加
賞
」（
今
年
は
、ス
ヌ
ー
ピ
ー
の
ミ
ニ
・
ポ
ー
チ
）

を
供
与
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
体
育
会
に
は
毎
年
評
議
員
有
志

の
方
々
が
、
参
加
賞
の
購
入
、
頒
布
な
ど
本
部

企
画
業
務
の
実
行
に
当
っ
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
ご
協
力
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

❖ 

第
七
十
二
回
母
校
文
化
発
表
会

　
　

ー 

作
品
展 

ー
（
参
加
報
告
）

令
和
元
年
の
文
化
発
表
会
は
、
十
月
十
九
日

（
土
）母
校
一
号
館（
展
示
の
部
）及
び
四
号
館（
展

示
の
部
）
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
同
窓

会
は
今
回
も
展
示
の
部
の
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
同
窓
会

作
品
展
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
本
紙
に
作
品
リ

ス
ト
（
出
展
・
出
品
者
、
作
品
の
種
類
・
タ
イ

ト
ル
・
内
容
等
）
と
作
品
画
像
と
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
文
化
発
表

会
で
は
毎
回
Ｐ
Ｔ
Ａ

本
部
の
お
世
話
に
よ

り
一
号
館
教
室
に
開

設
さ
れ
る
「
カ
フ
ェ

う
た
し
き
」
へ
、
同

窓
会
よ
り
〝
大
人
の

お
や
つ
〞
と
し
て
京

都
伏
見
の
老
舗
店
の

茶
菓
を
差
し
入
れ
ま

し
た
。

第72回文化発表会（作品展）同窓会出展・出品者リスト
出展・出品者（回生） 作品の種類 タイトル・内容等

花田　春洋（11） 絵画（水彩） 作品①～作品⑤

坂口　綾子（８） 絵画（ファブリックペイント）
壁掛け絵画３点、コート２点、
パック３点

西谷　智美（11） 絵画（トールペインティング）奴凧、羽子板２点

岡田　邦夫（17） 写真、色紙、篆刻、どんぐりアート他
秋の絨毯（ワイド四ツ切り）、色紙（お地蔵さん）、
篆刻、どんぐり人形（フクロウ一式）

伊藤　　博（17） 写真 リバーサイド・バードウォッチング
（日本野鳥の会入選作）

石岡　宗樹（17） 水中写真 作品①～作品④

藤村　洋子（６） 刺繍 テーブルクロス（ケシの花）他２点

髙杉　優子（17） コギン刺し 旅行鞄、手提げ（大・中・小）

林　佐名哉（７）
刺繍 虹の風景、てんとう虫、たんぽぽ、

バラ（クロスステッチ）、お花、タオル掛け

編み物 毛糸ストール５枚

生徒会共通テーマ

2019年
第72回

体 育 会

日　時　　令和元年９月14日（土）　　　　　　　　　雨天15日（日）　　　　　ＡＭ９：00～ＰＭ３：00場　所　　本校 第１グラウンド

神戸市立歌敷山中学校

「NEW STEP!
　　新たな未来へ」

神戸市立歌敷山中学校

第72回第72回

文化発表会文化発表会
令和元年10月19日（土）

出展・出品者（回生） 作品の種類 タイトル・内容等

岸波　千恵（６） グラスアート 額（「お正月」）、
キャンドルスタンド（「クリスマス」）２点

平沼加代子（15） 裁縫 「着物をスカートワンピースに！」

真期　晴代（17）
書 うちわ２枚

布アート マカロン型ストラップ数個、
ロープ人形５体

三田　雄策（17） メタルアート 缶バッジ（デザイン自作）５点

阿部　洋子（17）
折り紙 くす玉人形２体、シャツ型小物入れ

ちぎり絵 万華鏡など

藤本　純子（17） 原色ドライフラワー「四季を超えた花たち」

栗本　敬子（11） 布アート マカロンストラップ５点

濵田　豊機（11） 中国伝統工芸品紹介 蘇州刺繍
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花田　春洋（11回生）

坂口　綾子（８回生）

伊藤　　博（17回生）

髙杉　優子（17回生）

藤村　洋子（６回生）

石岡　宗樹（17回生） 西谷　智美（11回生）

岡田　邦夫（17回生）

平沼加代子（15回生）
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藤本　純子（17回生）

真期　晴代（17回生）

三田　雄策（17回生）

阿部　洋子（17回生）

林　佐名哉（７回生）

岸波　千恵（６回生）

栗本　敬子（11回生）
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振り返ってみると

私の家は東門の近くでしたが、家庭の
事情から「鍵っ子」の走りで、遠く市内
中心部まで山陽電車、市バスを乗り継い
で小学校へ通学していました。そんな訳
でどちらにも友達が出来ず、当時なら誰
もがやっていた草野球の経験もなく中学
校へ入学しました。部活の情報もないな
か、何となく「サッカー部」や「卓球部」に入部しましたが、

いずれも短期間で退部してしまう飽きっぽい性格でした。
ただ、小学生の時の遠距離通学のお陰か自然に持久力がつき、1年生の時
から長距離走はクラスで 1番でした。ただし、当時から強豪であった陸上競
技部には恐ろしくて入りませんでした。同学年にも市内でトップクラスのメ
ンバーがいましたから…
ところが、3年生になって学校恒例のマラソン大会で、学年トップの成績
を残し、駅伝大会メンバーには極めて珍しい陸上競技部外から選ばれ、おま
けに神戸市大会で、なんと 5区区間賞を獲得、県大会の主要メンバーとなり
ました。県大会では、区間 6位と沈みましたが、これからは、持久力で勝負

しようと思い、高校では陸上競技部に入部しました。1年生のジュニア大会ではそこそこの成績
を残しましたが、2年の初めに柔道の授業で右腕を複雑骨折し、その後の競技生活を断念しまし
た。中学から高 1までの生活はなかなか濃いものでしたが、その時の挫折がその後の人生に強い
影響を及ぼしました。勉強にもスポーツにも身が入らなくなり描いていた将来とは違った人生と
なりましたが、「石の上にも 3年」で父母が公務員でしたので、
自然と公務員になってしまい、以後 40 年技術職として公務員
生活を続けました。一線を退いた後も同じ職場で勤め、技術屋
としてハードの仕事からソフトの仕事にシフト、異業種の方々
とも交流し、特に従来の仕事では縁のなかった、小学校から大
学までの先生方と付き合いができ、変化に富んだ生活を送って
います。
また、3人の息子が少年団野球に入部したので、40 歳を過ぎてから経験のないまま指導者とし
て 20 年間野球に携わりました。おかげで、今でも高校野球は大好きです。同窓会活動は、本来
あまり熱心ではなかったのですが、このところ事務局の仕事を頑張っています。今までとは違っ
た活動を心掛けているところです。
近年、ボランティア活動で、友人が 50 年ぶりに復活
させた「明石岩屋神社布団太鼓保存会」の活動を手伝っ
ています。縁のなかった「祭り」文化に触れ、色々と衝
撃を受けていますが、やはり、昨今失われつつある、家
のつながり、地域のつながり、社会のつながりがこの「祭
り」文化で復活できるのではないかとひそかに期待して
います。

17回生　山際　　丈

同窓生
だより
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＊同窓会近況報告・メッセージ（令和元年10月５日現在）

1 PTA会長 中島　明俊 　同窓会総会の開催を心よりお慶び申し上げます。

2 PTA副会長 磯部りつ子 　日頃は子供達の為に数々のご支援を賜り、ありがとうございます。
当日、よろしくお願い致します。

3 PTA副会長 三宅久美子 　皆様にはいつもお世話になっております。ご連絡を頂きありがと
うございます。当日、楽しみにしております。

4 PTA副会長 五嶋美香子 　お世話になっております。今後とも宜しくお願い致します。

5 元PTA会長 天野　　宏
　学校、地域、家庭の連携とＰＴＡや同窓会のご協力によって歌中
生は健全な中学校生活を送っています。皆様のご協力、ご支援に感
謝します。

6 第10代校長 坂本　　繁 　なんとか元気にくらしています。すっかり出不精になってしまい、
勝手をさせて頂きます。ご盛会を祈っています。

7 第12代校長 小野　博正  当日、同期会のため残念ですが欠席いたします。

8 第13代校長 安東　　保
　日本の医療の進歩に感謝しつつなんとか元気にしています。老々
介護で忙しい毎日ですので欠席いたします。歌敷山中の益々のご発
展を祈念しています。

9 第14代校長 森本　和彦 　何とか元気に過ごしておりますが、所用のため勝手をさせていた
だきます。ご盛会を祈念いたします。

10 第17代校長 岡本壽美雄

　歌敷山を離れて、早や 10 年の時が流れます。児童館勤務６年（片
山５年、すずらんだい１年）を経て、鈴蘭台小学校こどもひろば（鈴
蘭台小のびのびひろば・鈴蘭台学童コーナー）の生活も４年目に入っ
ています。小学生との日々を楽しんでいます。まだまだ若々しくあ
りたいと思っています。同窓会のご盛会、みなさんのご健康を祈念
します。

11 第18代校長 阪田　俊晃 　同窓会の益々のご発展と総会のご盛会を心よりお祈りいたしてお
ります。

12 前教頭 吉田　幸司
　同窓会総会の盛会、おめでとうございます。在任中は大変お世話
になり誠にありがとうございました。現在は教育委員会事務局に勤
めております。

13 元教頭 齋藤　公誉
　私もいよいよ 60 才となり、今年度末で退職を迎えることとなり
ました。歌中勤務時代がなつかしく感じております。これからの益々
の発展をお祈り申し上げます。

14 元教頭 前田　隆彦 　総合教育センターに於いて若手教員の研修担当をしております。
皆様方によろしくお伝え下さい。

15 元教頭 今井　敬太
　現在、魚崎中学校２年目になります。同窓会短信を読ませていた
だき、同窓会の方々、又生徒のみなさんのご活躍はめざましいもの
があり、頼もしい限りです。

16 元教諭 岡田　喜朗

　ご案内いただきありがとうございます。当日は都合で欠席させて
いただきます。昨年はおかげさまで、楽しい時を過ごさせていただ
きました。厚く御礼申し上げます。次回は出席させていただきたい
と思います。

17 元教諭 楡井登志雄 　ご盛会を祈っております。

18 １回生　Ｉ組 新田　英子
　卒業生２万８千人もの学校になり、雨が降れば傘をさし、本もな
く苦しい学校生活でしたが、苛めもなく明るい楽しい学校生活でし
た。（85 才）
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19 １回生　Ｋ組 木下　トミ

　九月十四日　第 72 回の運動会に参加させていただき、私達の中
学時代の運動会を思い出し中学生にかえったように夢中で応援しま
した。何とも不思議な一日でした。後輩たちの素晴らしい競技に感
動しました。ブラスバンドの演奏もとっても素晴らしかったし、何
と云ってもみんな礼儀正しく気品さえ感じられ、歌敷山中学校で学
んだことをあらためて感謝しています。これからもますます成長発
展されますよう心から願っています。久しぶりに心わくわくした一
日でした。ありがとうございました。パワーをいただきました。

20 ２回生　Ｅ組 池田　秀夫
　お久しぶりです。２回生の皆様お元気でしょうね。小生は今現在、
鳴滝氏の御好意で、杖を頼りに買物等に邁進致しおります。お会い
出来ることを願っております。

21 ２回生　Ｅ組 岡本　正幸 　満 84 才、元気に瑞穂公園ボランティア、ゴルフ、カラオケにと、
人生をエンジョイしています。

22 ２回生　Ｈ組 安田　　宏 　同期の桜たちもかなり散りました。今回が最後と思って参加しま
す。

23 ２回生　Ｉ組 安部　澄子

　お懐かしいお便りありがとうございます。高齢ながら自立な状態
で暮らしていますが、生憎、10/27、11/30 に関西での行事があり参
加予定をしておりますので自重したいと思います。御盛会を祈りま
す。

24 ２回生　Ｉ組 宮崎　良則

　結婚 55 周年、夫婦ともに極めて健康元気である。奥方は 82 才に
してマラソンランナー・アスリートです。今後ともに一日を楽しく
過ごせたら最高！！これからも応援し続けます。母校の発展を心よ
り祈願申し上げます。

25 ２回生　Ｊ組 八木　利造
　お世話頂き感謝申し上げます。早や 84 才にも成り、遠出はしな
くなりました。長年謡曲をやって居ましたので月 2回会に出て謡っ
ております。ご出席の皆様方によろしくお伝え下さい。

26 ３回生　Ａ組 鹿島　朝弘
　案内を拝見し久し振りに歌中時代のこと思い出しました。新制中
学が始まった時、当初霞ヶ丘中、垂水中そして歌敷山中」となった
事何か感慨深いです。今後更なる会の御発展を祈念します。

27 ３回生　Ａ組 川畑　正子 　元気です。毎日スポーツジムへ行ってステージ&プールが楽しみ
です。みな様のご健勝をお祈り申しあげます。

28 ３回生　Ｂ組 岡本　純子 　少し主人に介護が必要となりましたので、残念ですが欠席いたし
ます。御盛会を祈って居ります。

29 ３回生　Ｂ組 籔本　怜子
　何時もお世話ご苦労様です。この度も日舞の会を間近にひかえて
いますので…残念ですが…皆様によろしく、また次回はきっと、出
来る限り、出席できる様願ってます。

30 ３回生　Ｂ組 山下　英世 　足腰も弱くなりましたが、何とか元気ですごしております。
31 ３回生　Ｂ組 吉岡昭一郎 　３回生 83 才は、あの世に行く方が多くなり淋しいかぎりです。
32 ３回生　Ｃ組 北川　　豊 　体調不良の為自宅にて静養の為、外出不可です。
33 ３回生　Ｃ組 杉本　　守 　毎年元気な顔に会えるのが楽しみです。
34 ３回生　Ｅ組 大西　　忠 　元気です。最近は現役時代の人と時に旅行したりしてます。

35 ３回生　Ｇ組 脇田　由子 　幹事の皆様、ご苦労様です。私達は原田君もいなくてそして高齢
です。星陵の東京会に出るのと同期の東京会に出るのがやっとです。

36 ３回生　Ｇ組 那須　悦子
　いつもお世話になりありがとうございます。残念乍らこのところ
体調が思わしくなく外出をさけております。皆様のご多幸をお祈り
いたします。
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37 ３回生　Ｊ組 北谷　信也 　人は 90 才まで筋力強化できるとのこと。週２でリハビリに通っ
ております。

38 ３回生　Ｋ組 中田　正矩 　高齢となりましたので、同窓会はお若い方にお譲りします。

39 ３回生　Ｋ組 吉川恵美子 　コーラスや俳句を楽しんで過ごしています。今回は欠席しますが、
機会が有れば、又出席したいと思っています。

40 ３回生　Ｌ組 北川きよ子 　火傷のキズもだいぶよくなりました。薬は使わないようにして、
鰯、鯵に世話になりました。

41 ４回生　Ｂ組 山上　俊夫 　シニアコーラス、オカリナクラブ、スポーツクラブでの体調維持
に、又国内旅行と結構多忙な日々を楽しく過ごしています。

42 ４回生　Ｂ組 亘　　弘子 　おかげ様で元気に楽しくすごしています。当日は自治会行事でが
んばります。母校の発展を祈念申し上げます。

43 ４回生　Ｃ組 田本　紘義 　健康のためトレーニングジムに行っています。筋肉をつけるため。
44 ４回生　Ｆ組 打越　忠臣 　ボランティア活動は卒業するつもりですが、まだまだ元気です。

45 ４回生　Ｆ組 中島　靖之 　体調が優れず、欠席させていただきます。ご盛会を祈念いたして
おります。

46 ４回生　Ｆ組 荒井登志子 　82 才になりましたが健康で元気に過ごしています。
47 ５回生　Ａ組 下山　繁雄 　お陰様で元気に過ごしています。盛会を祈念致します。

48 ５回生　Ｃ組 霧山　朋子 　老々介護でなかなか外出出来ません。でも私は元気で頑張ってい
ます。かわいいワンちゃんに癒されてすごしています。

49 ５回生　Ｅ組 大洞　勝彦 　お世話になります。ますますのご発展を祈ります。

50 ６回生　Ａ組 伊藤　　宏

　八十路を迎え、急速に身体の衰えを感じるようになりました。来
年は卒業 65 年、同期会世話役の務めを果たすためにも、体力の回復・
維持を図らねばと思っています。これまで、我が同期会には皆出席
のＡ組深川洋子さんが、昨年12月８日病気のため亡くなられました。
幼馴染だけに、辛く寂しい思いでおります。

51 ６回生　Ａ組 牟田口昌彦 　時々のゴルフや旅行を楽しみ元気に過ごしています。同窓会の御
発展を祈念申し上げます。

52 ６回生　Ａ組 尾﨑　茂子

　中３の夏休みの午後は殆ど毎日部活（陸上競技）の練習に通いま
した。２，３年生十数名が、杉田先生の指導の下練習し、９月の神
戸市の競技大会で総合優勝しました。共に喜びあった人達の幾人か
が、すでに故人となられています。思い出も遠くなってしまいまし
た。

53 ６回生　Ａ組 片山　　齊 　元気です。足が少し悪いので欠席します。
54 ６回生　Ｂ組 角南等美子 　身体の調子がかんばしくないので、今回は欠席させて頂きます。

55 ６回生　Ｂ組 関　　洽之 　総会のご案内をありがとうございました。体調不良のため欠席を
いたします。ご自愛ください。

56 ６回生　Ｅ組  春田多美子 　いろいろありギリギリまで迷ったのですが、やはり無理なので欠
席させていただきます。皆様によろしくお伝え下さいませ。

57 ６回生　Ｇ組 今井　　功 　新入生が 73 回生となるとのこと。年齢を痛感させられますが、
年相応に衰えながらも、何とか無事に過ごしています。

58 ６回生　Ｇ組 井上　　昇 　2018 年に脳梗塞になりリハビリに通っています。右手足にマヒが
残っています。皆様によろしく。

59 ６回生　Ｇ組 戎谷　昌泰 　11 月４日は孫の学園祭の為欠席します。せっかくの機会ですが、
皆様によろしくお伝え下さい。
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60 ６回生　Ｇ組 宮﨑　正巳
　この歳まで病気知らずが自慢でしたが、寄る年波には勝てず、７
月に某病気を発症し３週間の入院の後、現在通院治療の日々を送っ
ております。（令和元年９月 10 日）

61 ６回生　Ｇ組 渡辺　　豊

　神戸を離れ 60 余年。残念乍ら同窓生の顔を思い出すことは出来
ません。幸いに健康に恵まれ、ゴルフ、山歩きを楽しんでいます。
でも文字通り余生、先のことはわかりません。皆様のご健勝を祈念
申し上げます。

62 ６回生　Ｇ組 石見眞輝子
　独り暮らしとなりました。次女の近くで元気ではありますが、来
し方、行く末をつくづく考えている此の頃です。当日会いに行く予
定がありまして失礼致します。

63 ６回生　Ｇ組 大空美代子

　当日は文化祭がありコーラスで出場しますので、残念ながら参加
致しかねます。お許し下さい。日頃はウオーキングや日本画を描い
たりして元気に過ごしております。どうぞ皆様に宜しくお伝え下さ
いませ。

64 ７回生　Ｃ組 若園　　健 　今後は経費節約のため e-mail を利用されてはいかが？
65 ７回生　Ｅ組 新田　孝志 　なんとか元気で過ごしています。

66 ７回生　Ｆ組 山上　淑子 　今回先約があり欠席させて頂きます。毎日元気に楽しく散歩に手
芸に時間が過ぎるのが速いです。

67 ８回生　Ｂ組 小寺　　健 　淡路島と三田市の二居住生活を続けています。畑のいのしし害対
策で苦労しています。

68 ８回生　Ｃ組 森田　　勲
　多少腰痛で悩んでいますが、日常支障なく元気に過ごして居ます。
総会には欠席させて頂きますが、同窓会総会の盛会をお祈りいたし
ます。

69 ８回生　Ｃ組 吉岡　邦雄 　当日所用あり欠席いたします。
70 ８回生　Ｅ組 三木　昭輔 　体調悪いので欠席します。

71 ８回生　Ｅ組 安藤万里子
　今夏はクロアチアとスロベニアのアルプスをトレッキングしてき
ました。冬のニュージーランドを目ざして毎日筋肉トレーニングを
しています。

72 ８回生　Ｆ組 細川　正明 　毎日ブラブラしています。

73 ８回生　Ｇ組 曽谷　全博

　早いもので昨年の同窓会からもう一年が過ぎてしまいましたね！
相も変わらず土・日・祝日は孫達との戦争、月に何回かの健康ゴル
フ又は小さな庭と花の手入れ、それと同期生・会社ＯＢとの飲み会、
と何とか元気で過ごしています。皆々様方もご健勝で！

74 ８回生　Ｇ組 野田俊太郎
　二度のガンの手術、８月の抗がん剤投与、なんとか頑張っていま
す。残された時間を大切にしたいと思うこの頃です。ご同輩ご自愛
の程を！

75 ８回生　Ｇ組 福田　　正
　私は相変わらずボランティア活動でフルスケジュール、県下全域
を飛び回っています。年々大変になってきていますが、頑張ってい
ます。

76 ８回生　Ｈ組 藤井　靖之 　無理しない程度で、体操したり、ウォーキング又講演会に参加す
るなど頭・体を動かして割に元気に過ごしています。

77 ８回生　Ｉ組 早川　弘子

　同窓会総会になかなか参加出来ずいつも残念に思っています。多
数の卒業生がいて歌中の学校もすばらしいです。私はバレーボール
部に入り楽しく過ごした日々をいつも思い出します。発展を祈りま
す。

78 ９回生　Ｂ組 宮本　孝義 　自治会活動でガンバっています。
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79 ９回生　Ｃ組 縄舩　国子 　元気に過ごしております。
80 ９回生　Ｃ組 有田　好子 　皆様によろしくお伝え下さい。

81 ９回生　Ｄ組 津田美智子 　今年も総会、懇親会に失礼致しますが、会のご成功をお祈り申し
ます。

82 ９回生　Ｄ組 石井　禮子 　まだ仕事をしていまして、この日は休みではないので欠席です。
83 ９回生　Ｅ組 浜野　元一 　今年も相変わらず元気に過ごしています。

84 ９回生　Ｅ組 柏木彩太子 　予定が入っておりますので、申し訳ございません。ご盛会であり
ます様に！

85 ９回生　Ｇ組 南部　直敏 　今年度もＮＨＫ及び毎日新聞に出歌して入選したので、にやにや
しています。

86 ９回生　Ｈ組 左　　吉宏 　地域活動に積極的に参加する様に努めています。

87 10回生　Ａ組 円藤　邦弘 　近年は書道、表装技能に磨きをかけており、充実した毎日を送っ
ています。

88 10回生　Ｂ組 片岡　洋一 　寄れば大病の話ばかり、本人はだいたい元気です。
89 10回生　Ｃ組 佐野　勲男 　2019 年９月、豊田市に転居しました。
90 10回生　Ｄ組 伊藤　和哉 　元気にしています。

91 10回生　Ｄ組 伊藤　一郎
　今回 10 回生として参加したいのですが予定あり、残念ながら欠
席させて戴きます。元気でやっております。家内との月１ゴルフ楽
しんでおります。

92 10回生　Ｄ組 吉岡　　彰 　いつもお世話様です。所用があり出席出来ませんが、お陰様でこ
の年になっても仕事を続けさせて頂いております。

93 10回生　Ｅ組 柏木　史郎
　最近難聴が進み会合の参加が難しくなって来ました。その他の体
調は良好と思っていますが…、80 才までゴルフを続けたいと思って
います。皆様の健康を願っています。

94 10回生　Ｆ組 西川　孟伸 　ご苦労様です。今年「回顧録」を Power Point で作成、苦労が自
分の肥やしとなり、元気に過ごしています。

95 10回生　Ｆ組 藤原　敏弘 　地元保存会で、獅子舞、鬼追い、盆踊り等の世話をしています。
楽しいよ！！

96 10回生　Ｆ組 大和　治代 　足を怪我してしまいました。残念ですが…
97 10回生　Ｆ組 田代美代子 　残念ですが都合が付かず欠席します。
98 10回生　Ｇ組 立花　雅子 　卒業して 60 周年、元気に過ごしております。

99 10回生　Ｇ組 立川　孝義

　緑が多い歌敷山に木造校舎があり、２～３段の階段の南がグラウ
ンドでした。そのグラウンドで、故、杉田先生のコーチのもとで、
陸上競技の練習をしていた事がなつかしいです。その結果、県の駅
伝で優勝し、大学まで陸上を続けました。元気でいます。

100 10回生　Ｉ組 伊藤　忠明 　元気に遊んでおります。
101 10回生　Ｉ組 山本やすゑ 　元気にしています。

102 10回生　Ｊ組 大島　英治

　絵を画く事（デザイン・刺繡図案・陶器絵付）を仕事とし、定年
後は子供の頃から好きだった歴史画・伝説・お伽話しの絵を画いて
います。他人の批評は無視。独断と自己満足で描いています。誰に
も見せず自分一人の楽しみです。

103 10回生　Ｊ組 田中　正剛 　75 才です。筆ペンにこってます。そろそろ終活をしようかと。
104 10回生　Ｊ組 西田　隆彦 　体調不良につき欠席します。
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105 10回生　Ｊ組 重松　文子

　案内状を見て歌中の10回生だった事を思い出しました。セーラー
服姿の頃から既に 60 年の年月が流れていたのですね、これ迄大き
な病気をする事もなく元気で過ごしてこれました。今は高齢の姉を
介助しながら趣味のアート書を楽しんでいます。

106 10回生　Ｊ組 松崎　幸子 　お陰様で健康に恵まれ短歌、体操、卓球などに励んでおります。
皆様のご健康をお祈り申し上げます。

107 10回生　Ｊ組 渡辺悠紀子 　ご発展お祈りします。

108 11回生　Ａ組 植田　寿子 　暑い夏でした。元気にしております。垂水がなつかしく思う今日
この頃。

109 11回生　Ａ組 松下　康介 　元気にやっています。

110 11回生　Ｂ組 足立　真一 　元気に暮らしております。来年度は 11 回生は卒業 60 周年の記念
同期会開催とのこと、是非参加したいと思っております。

111 11回生　Ｂ組 北川　　守 　元気です。後期高齢組となり、区切りや交誼の不義理を意識する
この頃です。歌中での多くの想い出を抱えつつも今回は欠席します。

112 11回生　Ｂ組 早川　洋樹 　盛会を！！
113 11回生　Ｃ組 中村　和弘 　来年は卒業 60 周年になりますので出席したいと思います。
114 11回生　Ｃ組 松本　道弘 　ご盛会をお祈りします。

115 11回生　Ｄ組 川﨑　拓央 　高校野球テレビ観戦の暑い夏でした。体力低下をどう押さえる
か？朝夕の散歩は続けております。

116 11回生　Ｄ組 酒井　康夫 　とりあえず夫婦共々元気にしています。日々カラオケ店に通い、
発表会や時には大会にも出場、また司会も引受けております。

117 11回生　Ｄ組 山本寿美子 　今回は都合がつかず欠席させていただきます。70 歳を過ぎ体力の
衰えを感じながらも趣味の旅行を楽しんでおります。

118 11回生　Ｄ組 牧野千鶴子 　来年 60 周年に参加したいと思います。ボランティア（シニア会）
でいそがしくしています。

119 11回生　Ｅ組 小篠源太郎 　体調不良の為、欠席させていただきます。

120 11回生　Ｆ組 鈴木茉由美

　今年四月十二日朝、脳梗塞で倒れ一ヵ月の入院生活を送りました。
幸い後遺症もなく退院出来ました。医師や看護師の方々の手厚い看
護に心から感謝でした。友人の温かさが身に沁み、家族愛を感じ、
一日も休むことなく病床を訪れてくれた夫には心から「ありがとう」
と言えました。

121 11回生　Ｇ組 清水　苑子 　私まだ仕事させて頂いております。遊びもほどほどにやっていま
す。

122 11回生　Ｈ組 今岡　勝美 　来年は「60 周年記念同期会」を迎える事になりますが、同期を誘っ
て出席できればいいなあと思っています。

123 11回生　Ｈ組 中井　峯生 　元気です。

124 11回生　Ｈ組 山下　和代 　体調不良の時もありますが、元気にしております。100 才の義母
の介護と孫の世話に追われております。忙しく出来る事に感謝です。

125 11回生　Ｉ組 大前由利子 　後期高齢者となりかなり身体の自由が利かなくなっております。
盛会を祈っております。

126 11回生　Ｉ組 濵田　豊機
　この春、大動脈瘤乖離で２ヶ月間入院しましたが、その後、体力
が弱くなっているのと血圧のコントロールに苦労しています。しか
し日常生活には特に変化はありません。
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127 11回生　Ｉ組 安田　篤行 　コープの夕食弁当の宅配を始めて、早８年になりますが、ボケ防
止と健康維持からも、もう少し続けていきたいと思っています。

128 11回生　Ｉ組 藤井　英明 　元気です！

129 13回生　３組 竹内　信子 　四国 88ヶ所、西国 33所、四国別格20霊場とお遍路の旅バスツァー
で満願頑張りました。

130 14回生　６組 松下　定子 　通院に忙しい日々です。盛会を願っています。
131 14回生　13組 赤松　雅人 　72 才、５回目の年男です。仕事に、遊びに、元気でやっています。

132 14回生　14組 髙坂　典子
　小中高同じ学校でした小島秀美さま（旧重田）に去年４月、高校
同窓会東京で初めて、今年二度目にお会い出来ました。神戸にはな
かなかですが、東京で小さな喜びです。

133 15回生　２組 尾崎　幸一 　今年、会社勤務を終了しました。来年からは垂水区霞ヶ丘の実家
跡に戻って生活する予定です。よろしくお願いします。

134 15回生　２組 植木　敏夫 　返事が遅くなり申し訳ありません。

135 15回生　５組 玉中　光雄 　2012 年の脳梗塞による左半身マヒ（手足が不自由）な上に、近年
他の病気にかかり、家から外出が困難となっています。

136 15回生　５組 福井　方子 　先に予定が入っています。地域で幼児から高齢者、障碍者を対象
にボランティア活動（ミュージック・ケア）。

137 15回生　７組 坂巻　俊夫 　今回はイエメン戦火の子ども達の「パン代」とさせてもらいまし
た。（賛助金）

138 15回生　７組 永来　静夫 　昨年から病気続きで、今も２つの病院へかけもちで通院していま
すが、老後資金を稼ぐ為、（公社）空手協会で週３回働いています。

139 15回生　７組 平沼加代子

　昨年６月から母の介護をしていますが、９月末に母が介護付き施
設に入居しました。これからは自分の時間が出来たのでほっとして
います。毎週２回のリハビリには付き添います。又、ミシンが踏め
ます。ボケ防止！又ミシンが踏めます。又、きものから服作りがん
ばりま～す！

140 15回生　８組 木暮　育美 　元気にしています。卓球や俳句を楽しむ毎日です。

141 15回生　８組 布袋　信子 　いつも連絡ありがとうございます。旅行の為欠席させていただき
ます。

142 15回生　９組 衣笠知津子 　今年も出席出来る事を嬉しく思います。

143 15回生　９組 西島すみ子 　健康を維持する為、お仕事や趣味を楽しみ、孫達の活躍ぶり、披
露を拝見し、元気に過ごしています。

144 15回生　10組 中村　俊純 　熱中症、認知症等にならないように注意しながら、なんとか生き
ています。

145 15回生　10組 米倉　　進 　元気に過ごしています。
146 15回生　10組 川端　君子 　日々、仕事に遊びに頑張っています。

147 15回生　10組 南部栄一郎 　平日は毎日まだフルタイムで仕事しています。特許の先行技術調
査に関する業務です。

148 15回生　12組 橋本千賀子 　皆様お元気ですか。日頃何かとお世話になりありがとうございま
す。

149 15回生　12組 花川　　治
　元気に日々過ごしております。日頃は近くの漁港で海釣りを楽し
んでいます。季節により釣れる物が変わり、釣れる楽しみ、料理の
楽しみ、食の楽しみ、家族（孫も含む）の喜び、満足 100%！！

150 15回生　16組 岩田　憲三 　自然の摂理で歳を取りました。
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151 16回生　４組 橋本　渉一
　日本ＯＤＡ（政府開発援助）による鉄道建設プロジェクトで、フィ
リピン～日本を年に数回往復しています。サッカー部ＯＢとして、
最近の活躍を嬉しく思います。

152 16回生　５組 吉沢千津子 　「人生七十古来稀」日々健康で楽しく暮らしています。歌中の益々
の発展を願っております。

153 16回生　12組 松下　秀樹
　遠方の為、欠席します。歌中時代が私にとって最も楽しく思い出
深い時でした。同級生の方々にもお会いしたいのですが、遠方なの
で残念です。

154 17回生　１組 座本　芳博 　書道機関紙「嚶嚶」（オウオウ）を発行しています。書道研究・
芳祥会の代表で、書の指導をしております。

155 17回生　１組 竹下なほみ 　元気にセカンドライフを楽しんでいます。
156 17回生　１組 細見　正樹 　まだまだ元気で過ごしております！

157 17回生　２組 吉森　和子

　子供もできず、パソコンもせず…。今、ラジオ体操をして、ラジ
オを聴きながら、これを書いています。毎朝、庭につくっているオ
クラを採り入れるのが日課です。コープのＥＭボカシ作りに参加し
たり。白いジンジャーも花盛り、オクラも花いっぱいです。

158 17回生　２組 徳岡　正剛 　７２才頃まで現役で頑張ろうと思っています。
159 17回生　２組 岡田　邦夫 　ボランティア・アルバイト・趣味に忙しくしています。

160 17回生　３組 藤本　純子

　お陰様で 12 冊目会報 26 号を発行する事ができました。皆様から
いろんな情報やご協力をいただき感謝してます。個人的には経済、
環境など大きな変化についていけないながらも小さな幸せ？を求め
て同窓会活動を続けて 13 年になります。同窓会に対し疑問点、不
満改善点などご意見をどしどしお寄せ下さい。来年 2020 年は歌中
同窓会設立 70 周年記念です。

161 17回生　４組 鳥井田剛一

　毎度お騒がせ致します！舞子小学校昭和 38 年３月卒業生にお願
いします。来年４月 25 日に開催します同期会参加の方は、小学校
当時の写真がありましたら持参下さい。きっと懐かしい話で盛り上
がると思われます。私は阪神大震災で無くしました。よろしくね！

162 17回生　４組 山際　　丈 　同窓会事務局を担当して２年が経過しました。新しい試みを展開
し同窓会活動を活性化したいと思います。

163 17回生　６組 奥田　　勉 　昨年 10 月にサラリーマン生活を無事終えることができました。
健康に感謝し、何らかの社会貢献ができればと思います。

164 17回生　６組 桑原　仁志

　元気にシニアライフを楽しんでいます。（テニス　４回／週、
Hawaiian music,Hula, 楽器　５～８回／月）、今回の同窓会の日は
Hawaii 滞在中です（マウイ島）。皆様によろしく。出席できる日で
あれば、出席します。

165 17回生　７組 阿部　誠人 　航空機模型製作と旅行で、充実した生活を送っています。

166 17回生　７組 伊藤　　博
　2013 年６月末でサラリーマン生活から足を洗い、地域社会でのボ
ランティア活動と、好天の日のリバーサイドウォーキング＆バード
ウォッチング中心に元気にしています。

167 17回生　７組 冨士　健二 　折りたたみ式ミニ自転車で東海道を走行し、オリンピックの応援
に参加できればいいなあと夢想しています。

168 17回生　７組 前田喜美子 　元気に過ごしています。

169 17回生　９組 岩田　雄三 　今年３月で会社をリタイヤし、マイペースで楽しく過ごしていま
す。遠方のため総会出席できず申し訳ありません。
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170 17回生　９組 川端　純子 　三世代同居でにぎやかに暮らしております。

171 17回生　10組 西村　清矢 　2018/12/27 神戸発　2019/4/1 神戸着南半球世界一周クルーズを
楽しんできました。クルーズはくせになりそうです。

172 17回生　10組 野田美代子 　いつもお世話になっております。都合により欠席させて頂きます。

173 17回生　10組 三木　友子
　あいにく当日はすでに先約が入っており出席することができませ
ん。せっかくの機会を大変に残念に思っております。同窓会がご盛
会となりますよう心よりお祈り申し上げます。

174 17回生　12組 池亀　治樹 　所用のため今回は欠席させていただきます。
175 17回生　12組 泉　光多郎 　退職後も元気に暮らしています。

176 17回生　12組 上野　英克 　再登録ありがとうございました。今回は欠席させていただきます。
次回を楽しみにしております。

177 19回生　１組 小林　浩二 　特に病気も怪我もなく、毎日健康に過ごしております。我が孫は
本年より中学生となりました。

178 19回生　７組 今西　ミワ 　私は昨年大病をし退職しましたが、おかげさまで今は元気に過ご
させていただいております。

179 19回生　９組 渡辺千鶴子 　先日、引っ越しました。長男家族と同居しています。とてもにぎ
やかになりました。

180 20回生　２組 宮本　良平 　当日は仕事のため、欠席します。ご盛会を願っております。

181 20回生　４組 宮崎喜久子
　昨年、中学時代の親友から連絡を頂き、約 50 年振りに会うこと
ができました。今度、同期会があれば是非お誘いして一緒に参加し
たいと思います。

182 20回生　４組 森崎　俊夫
　会報、同窓会案内状は送付して頂きながら同窓会出席は一度もな
く申し訳ありません。今回、卒業 50 年の節目であり初参加を考え
ました。（健康が良い間に一度は参加）

183 20回生　５組 中原　憲造 　この同窓会を機に、同期会開催を目指したいと思います。

184 20回生　５組 山平　滋子

　私は 29 才で美容室をオープンして、今年で 37 年目を迎えました。
今日まで大きな病気や怪我もなく続けられたことに感謝していま
す。いつまで続けられるかわかりませんが、体力の続く限り頑張り
ます。

185 21回生　３組 坪水　輝夫 　年が明ければ適に 65 才。卒業から 50 年、あっという間。皆、元
気に頑張ってるかな。来年会おう、必ず会おう。

186 21回生　３組 中村　鎌司 　元気にやっています。

187 21回生　８組 笠間　士郎
　昨年から２社に勤務していましたが、７月から両社とも非常勤に
なりましたので、自分の時間が少しできました。今まで溜まってい
たプライベートな事々を消化中です。

188 21回生　８組 喜多　佳門 　来年春に仕事に区切りをつけ、第２の人生何をしようか思案して
います。

189 22回生　３組 鳥羽　淳詞 　神戸新聞会館　専務取締役

190 22回生　３組 横山　一成 　サムスン電子とかに納める装置の設計に携っています。仕事は順
調でしたが、日韓貿易摩擦の影響をモロ受けてしまいました。

191 22回生　５組 中里　昭博 　母校の発展をお祈りいたします。

192 22回生　８組 中川　敏代 　いつもお声かけ下さりありがとうございます。何もお手伝い出来
ず申し訳ありません。皆様によろしくお伝え下さいませ。

193 24回生　４組 臼井ユリ子 　定年退職後は垂水で働いております。
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194 24回生　４組 林　　隆嗣
　現在高齢再雇用社員としてフルタイムで神戸中央郵便局で神戸市
中央区全域をかんぽ生命保険の集金とアフターフォローで奮闘して
います。

195 24回生　４組 百石　義明 　昨年、市役所を定年退職し、現在は会社員として営業の仕事をし
ています。

196 24回生　８組 井垣　好市 　退職２年目。今年は長～い年、勤めた宿南小学校（全校生 32 名）
で臨時講師として勤めてます。チョットえらいなあー。

197 28回生　１組 山下　敏之 　アルバイト生活をしています。
198 29回生　１組 豊山　邦子 　多忙のため欠席させて頂きます。
199 29回生　２組 加藤　成久 　社会福祉法人　神戸聖隷福祉事業団に勤務しております。

200 29回生　３組 渡辺　兼造 　人生いくつになっても学ぶことが多いですね。健康に頑張ってい
きましょう！

201 29回生　９組  山本真紀子  昨年初めて参加させていただき、とても楽しい時をすごさせていた
だきました。ありがとうございました。

202 30回生　１組 森山　実園
　Familiar で 34 年勤務して母の介護のために退職、今は楽しくト
レーニングをしながら母とも旅行にも出向き毎日を笑顔で自分らし
く過ごしております。皆様のご健康とご多幸を願っております。

203 30回生　２組 関口比佐子
　現在は加古川市内の尾上小学校区で交通安全指導員をしておりま
す。また夏休みは児童クラブの先生もしています。孫、ひ孫と一緒
に家族旅行を楽しんでいます。

204 30回生　３組 野々宮美奈子 　歌中を卒業してもう 40 年なのですね。同窓会の案内で歌中での
中学時代をなつかしく思い出しています。

205 30回生　５組 髙谷　理恵 　現在、国会議員の公設秘書をしております。
206 30回生　６組 長野　義史 　楽しみにしております。よろしくお願い致します。

207 30回生　６組 西田　和美
　仕事と育児に追われ、てんてこ舞いの毎日ですがふと時々、舞子
の海がなつかしくなります。帰りたいなあ、と思わせる舞子は私の
原点です。

208 30回生　７組 丸谷　聡子

　旧姓：棚倉聡子です。現在は明石市議会議員（２期目）としてが
んばっています。中学生の時から活動していた日本野鳥の会ひょう
ごの副代表、日本環境教育学会副会長、現役大学院生…と充実した
日々を送っています。

209 30回生　９組 石浜　昌子 　夫の転勤で、東京から明石市の自宅に戻りました。

210 30回生　10組 森　　誉之 　残念ながら所用で出席できません。50 周年には是非参加したいと
思います。

211 30回生　11組 津本千太郎 　毎日多忙であります。
212 69回生　６組 武田　史明 　勉強頑張ってます。

歌敷山中学校同窓会会報（28）



Ｓ
22
・
4 

霞
ヶ
丘
中
学
校
と
し
て
発
足
、
初
代
校
長　

岸
田
永
貫
着
任

　

23
・
3 

舞
子
中
学
校
独
立
分
離

　
　
　

4 

西
倉
福
一
教
頭
着
任

　
　
　

5 

本
校
を
現
垂
水
中
の
処
に
移
す

　

24
・
11 
霞
ヶ
丘
、
舞
子
中
学
校
を
統
合　

歌
敷
山
中
と
改
称　

現
在
地
に
新

校
舎
（
12
教
室
）
完
成

　

25
・ 

5 
歌
敷
山
中
学
校
同
窓
会
の
発
足
と
規
約
発
表

　
　
　

 

8 

増
築
校
舎
（
16
教
室
）
完
成　

新
校
舎
に
移
る　

垂
水
分
教
場
に
1

年
生
が
残
る

　

26
・
9 

垂
水
分
教
場
に
新
校
舎
（
16
教
室
）
完
成

　

27
・
4 

垂
水
中
学
校
独
立
分
離
、
第
2
代
校
長　

松
岡
敏
郎
着
任

 
 

柴　

勇
作
教
頭
着
任

　

31
・
4 

服
部　

孝
教
頭
着
任

　

32
・
8 

第
1
期
鉄
筋
校
舎
完
成
（
1
号
館
）

　

33
・
8 

兵
庫
県
中
学
校
駅
伝
優
勝

　

35
・
3 

第
2
期
工
事
（
講
堂
兼
体
育
館
）
完
成

　
　
　

4 

第
3
代
校
長　

堀　

敏
夫
着
任

 
 

柏
木　

武
教
頭
着
任 

　

36
・
3 

旧
2
号
館
（
木
造
2
階
建
）
北
パ
イ
プ
教
室
焼
失

　
　
　

8 

第
3
期
鉄
筋
校
舎
（
1
号
館
）
増
築
完
成

　
　
　

11 

第
4
期
鉄
筋
校
舎
（
9
教
室
）
現
2
号
館
完
成

　

37
・
4 

小
川
絢
夫
教
頭
着
任

　
　
　

9 

第
2
運
動
場
完
成

　
　
　

11 

正
門
完
成

　

38
・
4 

第
4
代
校
長　

丹
羽
泰
行
着
任

　

39
・
8 

プ
ー
ル
建
設
工
事
完
成　

プ
ー
ル
開
き

　

40
・
4 

中
藤
光
夫
教
頭
着
任

　

41
・
4 

第
5
代
校
長　

松
井
富
左
一
郎
着
任

　

42
・
3 

舞
子
中
学
校
独
立
分
離

　
　
　

4 

水
野
一
也
教
頭
着
任

　
　
　

11 

創
立
20
周
年
記
念
式
典
な
ら
び
に
記
念
像
除
幕

　

46
・
4 

藤
原
隆
夫
教
頭
着
任

　

47
・
3 

4
号
館
鉄
筋
校
舎
完
成

　
　
　

4 

第
6
代
校
長　

前
田
光
一
着
任

　

48
・
2 

中
庭
に
池
完
成

　
　
　

7 

3
号
館
鉄
筋
に
改
築

　
　
　

11 

1
号
館
〜
4
号
館
に
渡
り
廊
下
設
置

　

49
・
7 

3
・
4
号
館
各
4
教
室
の
増
築

　
　
　

8 

運
動
場
大
時
計
取
付

　

50
・
4 

中
塩
田
鶴
子
教
頭
着
任

　
　
　

9 

「
亮
天
功
」
の
石
碑
の
建
立
並
び
に
除
幕
式

　

51
・
1 

全
日
本
よ
い
歯
の
表
彰
5
年
連
続
表
彰

 
 

神
戸
市
よ
い
歯
の
表
彰
最
優
秀
校
受
賞

　
　
　

9 

神
戸
市
社
会
福
祉
事
業
協
力
者
賞
受
賞

　
　
　

10 

ソ
ニ
ー
理
科
教
育
振
興
資
金
優
秀
賞
受
賞

　

52
・
4 

鷹
津
郁
朗
教
頭
着
任

　
　
　

6 

市
民
図
書
室
開
設

　
　
　

11 

創
立
30
周
年
記
念
式
典　

学
校
保
健
、
文
部
大
臣
賞
を
受
賞

　
　
　

 
 

「
奉
仕
」
の
道
・
憩
の
広
場
、
岩
石
園
、
英
知
の
泉
の
完
成

　
　
　

12 

創
立
30
周
年
記
念
カ
プ
セ
ル
を
第
1
教
材
園
に
埋
め
る

　

53
・
1 

全
日
本
よ
い
歯
の
表
彰　

10
回
連
続
表
彰

　
　
　

3 

文
部
大
臣
賞
受
賞
記
念
岩
石
園
、
日
時
計
の
完
成

　
　
　

11 

全
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
表
彰
受
賞

　
　
　

 
 

同
窓
会
再
建
準
備
委
員
会
発
足

　

54
・
2 

歌
中
の
合
い
こ
と
ば
・
生
活
信
条
プ
レ
ー
ト
完
成

　
　
　

 
 

第
7
代
校
長　

細
見
英
太
郎
着
任

　
　
　

11 

奥
村
賞
推
薦
賞
を
受
賞

　

55
・
3 

奥
村
賞
記
念
碑
「
よ
い
歯
を
生
涯
保
健
の
た
め
に
」
の
除
幕

　
　
　

4 

奥
野　

拡
教
頭
着
任

　
　
　

6 

同
窓
会
総
会　
（
母
校
講
堂
）
同
窓
会
規
約
改
定
（
第
1
回
）

 
 

竹
中
義
明
（
1
回
生
）
会
長
に
就
任　

約
1,000
名
の
卒
業
生
並
び
に
職
員
参
集

　
　
　

12 

同
窓
会
会
報
第
1
号
発
行

　

56
・
4 
第
8
代
校
長　

高
見
興
作
着
任

　
　
　

8 
第
1
運
動
場
の
防
球
ネ
ッ
ト
完
成
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57
・
2 

旧
2
号
館
（
木
造
校
舎
）
の
解
体
、
撤
去

　
　
　

5 

増
築
校
舎
（
5
号
館
）
並
び
に
付
属
施
設
・
設
備
の
設
置

　
　
　

11 

同
窓
会
総
会

　
 

 

・
母
校
創
立
35
周
年
記
念
総
会
（
母
校
講
堂
）

 
 

・
同
窓
会
会
員
名
簿
発
行

　

58
・
4 

第
9
代
校
長　

陸
井
豊
一
着
任

　
　
　

11 
南
門
完
成

　

59
・
4 
高
木
隆
芳
教
頭
着
任

　
　
　

10 
同
窓
会
総
会
（
母
校
講
堂
）

　

62
・
4 

第
10
代
校
長　

坂
本　

繁
着
任

　
　
　

8 

同
窓
会
総
会
・
母
校
創
立
40
周
年
記
念
総
会
（
舞
子
ビ
ラ
）

　

63
・
4 

第
11
代
校
長　

松
下
正
太
郎
着
任

　
　
　

7 

市
総
体
水
泳
総
合
優
勝

Ｈ
1
・
4 

岡
田
芳
朗
教
頭
着
任

　
　
　

11 

同
窓
会
総
会

　

2
・
4 

第
12
代
校
長　

小
野
博
正
着
任

　

3
・
4 

星
陵
台
中
学
校
独
立
分
離

 
 

後
藤
達
人
教
頭
着
任

　
　
　

9 

新
し
い
髪
型
に
な
る
（
男
子
長
髪
）

　

4
・
4 

白
倉　

猛
教
頭
着
任

　
　
　

7 

天
津
市
教
育
局
ス
ポ
ー
ツ
訪
日
団
来
校

　
　
　

9 

第
2
土
曜
日
が
休
業
日
と
な
る

　
　
　

10 

天
津
市
教
育
局
訪
日
団
来
校

　
　
　

11 

歌
中
創
立
45
周
年
記
念
同
窓
会
総
会
（
舞
子
ビ
ラ
）

　

5
・
4 

男
子
制
帽
の
自
由
化　

武
道
館
落
成
式

　
　
　

8 

中
国
天
津
市
実
験
中
学
校
と
友
好
提
携
を
結
ぶ

　

6
・
4 

第
13
代
校
長　

安
東　

保
着
任

　
　
　

11 

同
窓
会
総
会
（
舞
子
ビ
ラ
）

　

7
・
1 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生　

講
堂
、
正
門
周
辺
お
よ
び
校
庭
南
側
ブ

ロ
ッ
ク
塀
・
フ
ェ
ン
ス
・
プ
ー
ル
な
ど
に
被
害　

避
難
所
設
置

　
　
　

4 

第
4
土
曜
日
が
休
業
日
と
な
る

 
 

尾
崎
幸
夫
教
頭
着
任

　

9
・
4 

第
14
代
校
長　

森
本
和
彦
着
任

 
 

常
深
源
三
郎
教
頭
着
任

　
　
　

11 

創
立
50
周
年
記
念
式
典
（
明
石
市
民
会
館
）

　

10
・
9 

母
校
創
立
50
周
年
記
念
事
業
実
施
（
体
育
館
舞
台
緞
帳
幕
・
袖
幕
・

一
文
字
幕
及
び
機
械
設
備
一
式
新
設
）

　
　
　

11 

創
立
50
周
年
記
念
同
窓
会
総
会
（
新
装
舞
子
ビ
ラ
）

 
 

・
同
窓
会
会
長　

濵
田
豊
機
（
11
回
生
）
新
会
長
に
就
任

 
 

・
同
窓
会
規
約
改
定

　

11
・
4 

臼
井
博
美
教
頭
着
任

　
　
　

10 

同
窓
会
総
会
（
舞
子
ビ
ラ
）
開
催

　

12
・
4 

第
15
代
校
長　

井
上
光
利
着
任

 
 

河
本
博
行
教
頭
着
任

　
　
　

9 

同
窓
会
総
会
（
舞
子
ビ
ラ
）
開
催

　

13
・
4 

中
村
誠
孝
教
頭
着
任

　
　
　

9 

1
・
4
・
5
号
館
外
壁
補
修
完
了

　
　
　

10 

同
窓
会
総
会
（
舞
子
ビ
ラ
）
開
催

　

14
・
4 

吉
田
純
一
教
頭
着
任

　
　
　

9 

同
窓
会
総
会
（
舞
子
ビ
ラ
）
開
催

　

15
・
4 

第
16
代
校
長　

角　

孝
雄
着
任

　
　
　

10 

同
窓
会
総
会
（
舞
子
ビ
ラ
）
開
催

　

16
・
4 

中
溝
茂
雄
教
頭
着
任

　
　
　

10 

同
窓
会
総
会
（
舞
子
ビ
ラ
）
開
催

　

17
・
3　

56
回
生
卒
業
式
、
同
窓
会
入
会
式

　
　
　

4　

59
回
生
入
学
式

　
　
　

5 

母
校
学
校
公
開

　
　
　

10 

同
窓
会
総
会
（
舞
子
ビ
ラ
）
開
催

　

18
・
3　

57
回
生
卒
業
式
、
同
窓
会
入
会
式

　
　
　

4 

根
岸
恒
夫
教
頭
着
任

　
　
　

 
 

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
放
）　

60
回
生
入
学
式

　
　
　

7 

校
舎
耐
震
補
強
工
事
開
始

　
　
　

8 

歌
中
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
中
止
）

　
　
　

9 

体
育
会

　
　
　

10 

文
化
発
表
会

　
　
　

11 
同
窓
会
総
会
11
月
4
日
（
土
）
午
後
（
舞
子
ビ
ラ
）
開
催

 
 

2
年
生
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

　

19
・
3　

58
回
生
卒
業
式
、
同
窓
会
入
会
式　

い
こ
い
の
広
場
改
修
工
事
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4 

第
17
代
校
長　

岡
本
壽
美
雄
着
任　

　
　
　

 
 

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
放
）　

61
回
生
入
学
式

　
　
　

6 

歌
中
ふ
れ
あ
い
懇
話
会　

学
校
評
議
委
員
会

 
 

2
年
生
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

　
　
　

7 

母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
三
者
懇
談
会

　
　
　

8 

歌
中
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　

9 
母
校
創
立
60
周
年
記
念
事
業
実
施
（
桜
植
樹
、
屋
外
時
計
柱
改
修
等
）

　
　
　

 
 

母
校
創
立
60
周
年
記
念
体
育
会

　
　
　

10 
母
校
創
立
60
周
年
記
念
文
化
発
表
会

　
　
　

11 

同
窓
会
総
会
11
月
10
日
（
土
）
午
後
（
舞
子
ビ
ラ
）
開
催

　

20
・
3　

59
回
生
卒
業
式
、
同
窓
会
入
会
式

　
　
　

4 

藤
本
昭
宏
教
頭
着
任

　
　
　

 
 

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
放
）　

62
回
生
入
学
式

　
　
　

6 

母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
三
者
懇
談
会

　
　
　

8 

歌
中
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　

9 

体
育
会

　
　
　

10 

文
化
発
表
会

　
　
　

11 

同
窓
会
総
会　

2
年
生
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

　

21
・
3　

60
回
生
卒
業
式
、
同
窓
会
入
会
式

　
　
　

4 

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
放
）　

63
回
生
入
学
式

　
　
　

6 

母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
三
者
懇
談
会　

 
 

2
年
生
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

　
　
　

8 

歌
中
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　

9 

体
育
会

　
　
　

10 

文
化
発
表
会

 
 

同
窓
会
総
会

　

22
・
3 

61
回
生
卒
業
式
、
同
窓
会
入
会
式

　

 

4 

第
18
代
校
長　

阪
田
俊
晃
着
任

　
　
　

 
 

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
放
）
64
回
生
入
学
式

　
　
　

6 

母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
三
者
懇
談
会　

2
年
生
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

　
　
　

8 

歌
中
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　

9 

同
窓
会
設
立
60
周
年
事
業
実
施
（
歌
中
生
合
い
言
葉
・
生
活
信
条
プ

レ
ー
ト
改
修
、〝
亮
天
功
〞
石
碑
説
明
石
板
新
設
等
）

　
　
　

 
 

体
育
会

　
　
　

10 

文
化
発
表
会　

同
窓
会
設
立
60
周
年
記
念
同
窓
会
総
会

　

23
・
3　

62
回
生
卒
業
式
、
同
窓
会
入
会
式

　
　
　

4 

齋
藤
公
誉
教
頭
着
任　

 
 

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
放
）　

第
1
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催

　
　
　

 
 

65
回
生
入
学
式
（
二
三
五
名
入
学
）

　
　
　

6 

母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
三
者
懇
談
会

　
　
　

9 

体
育
会

　
　
　

10 

文
化
発
表
会　

同
窓
会
総
会

　
　
　

12 

1
号
館
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
工
事
完
成
、
運
用
開
始

　
　
　

 
 

歌
中
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

24
・
3　

63
回
生
卒
業
式
、
同
窓
会
入
会
式

　
　
　

4 

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
放
）　

第
2
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催

　
　

 
 

66
回
生
入
学
式
（
一
九
八
名
入
学
）

　
　
　

6 

母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
三
者
懇
談
会

　
　
　

9 

体
育
会

　
　
　

10 

文
化
発
表
会　

同
窓
会
総
会

　
　
　

12 

歌
中
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
雨
天
中
止
）

　

25
・
3 

64
回
生
卒
業
式
、
同
窓
会
入
会
式

 
 

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
放
）　

第
3
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催

　
　
　

4 

前
田
隆
彦
教
頭
着
任

 
 

67
回
生
入
学
式
（
二
四
八
名
入
学
）

　
　
　

6 

母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
三
者
懇
談
会

　
　
　

8 

陸
上
部
（
拠
点
校
部
活
）、
全
国
大
会
（
男
子
共
通
四
〇
〇
ｍ
）
出
場

　
　
　

9 

体
育
会

　
　
　

10 

文
化
発
表
会　

同
窓
会
総
会

　
　
　

12 

歌
中
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

26
・
3 

65
回
生
卒
業
式
、
同
窓
会
入
会
式

 
 

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
放
）　

第
4
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催

 
 

１
号
館
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
稼
働
開
始

　
　
　

4 

第
19
代
校
長　

玉
橋
雅
人
着
任

 
 

68
回
生
入
学
式
（
二
二
九
名
入
学
）

　
　
　

6 
母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
三
者
懇
談
会

　
　
　

8 
第
１
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
工
事

　
　
　

9 
体
育
会
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10 

文
化
発
表
会

　
　
　

11 

同
窓
会
総
会

　

27
・
3 

66
回
生
卒
業
式　

同
窓
会
入
会
式

　
　
　

4 

今
井
敬
太
教
頭
着
任

 
 

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
放
）　

第
5
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催

 
 

69
回
生
入
学
式
（
二
二
八
名
入
学
）

 
6 
母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
三
者
懇
談
会

 

8 
水
泳
部
、
全
国
大
会
（
男
子
二
〇
〇
ｍ
・
四
〇
〇
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
、

四
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー
）
出
場

　
　
　

9 

体
育
会

　
　
　

10 

文
化
発
表
会

　
　
　

11 

同
窓
会
総
会

 
 

・
同
窓
会
会
長　

山
口
雅
登
（
17
回
生
）
新
会
長
に
就
任

　
　
　

12 

歌
中
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

28
・
3 

67
回
生
卒
業
式　

同
窓
会
入
会
式

　
　
　

4 

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
放
）　

第
6
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催

 
 

70
回
生
入
学
式
（
二
六
三
名
入
学
）

　
　
　

6 

母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
三
者
懇
談
会

　
　
　

8 

放
送
部
、
全
国
大
会
（
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
）
出
場

　
　
　

9 

第
69
回
体
育
会

　
　
　

10 

第
69
回
文
化
発
表
会

　
　
　

11 

同
窓
会
総
会

　
　
　

12 

歌
中
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

29
・
3 

第
68
回
卒
業
式　

同
窓
会
入
会
式

　
　
　

4 

第
20
代
校
長　

前
川
志
の
ぶ
着
任

 
 

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
放
）　

第
7
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

 
 

71
回
生
入
学
式
（
二
四
二
名
入
学
）

　
　
　

6 

母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
三
者
懇
談
会

　
　
　

8 

サ
ッ
カ
ー
部
、
全
国
大
会
（
熊
本
県
）
出
場

　
　
　

9 

第
70
回
体
育
会

　
　
　

10 

第
70
回
文
化
発
表
会

 

　

 

母
校
創
立
70
周
年
記
念
事
業
実
施
（
英
知
の
泉
整
備
・
浄
水
ポ
ン
プ
3
台

更
新
、1
号
館
障
害
者
用
ト
イ
レ
整
備
、体
育
館
舞
台
袖
幕・一
文
字
幕
取
替
）

　
　
　

11 

同
窓
会
総
会

 
 

・
同
窓
会
規
約
改
定

　
　
　

12 

歌
中
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

30
・
１ 

５
号
館
改
修
工
事
竣
工　

多
目
的
ホ
ー
ル
新
設
・
同
ホ
ー
ル
に
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
設
置

　
　
　

３ 

第
69
回
生
卒
業
式　

同
窓
会
入
会
式

　
　
　

４ 

吉
田
幸
司
教
頭
着
任

 
 

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
放
）　

第
８
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催

 
 

72
回
生
入
学
式
（
二
四
二
名
入
学
）

 　
　
　
　
　

「
神
戸
市
立
中
学
校
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
策
定
、
平
日
（
水
曜

日
）
及
び
週
休
日
（
土
・
日
曜
日
）
の
部
活
動
緩
和

　
　
　

６ 

母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
三
者
懇
談
会

　
　
　

８ 

水
泳
部
全
国
大
会
出
場
（
女
子
一
〇
〇
ｍ
・
二
〇
〇
ｍ
自
由
形
）

　
　
　

９ 

第
71
回
体
育
会

　
　
　

10 

第
71
回
文
化
発
表
会

　
　
　

11 

同
窓
会
総
会

　
　
　

12 

歌
中
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

 

31
・
1 

1
号
館
・
2
号
館
ト
イ
レ
改
修
工
事
竣
工

 

3 

第
70
回
卒
業
式　

同
窓
会
入
会
式

 

4 

沖
憲
治
教
頭
着
任

 
 

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
校
）　

第
9
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
開
催

 
 

73
回
生
入
学
式
（
二
四
六
名
入
学
）

Ｒ
1
・
6 

母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
三
者
懇
談
会

 

8 

水
泳
部
全
国
大
会
出
場
（
女
子
五
〇
ｍ
自
由
形
・
一
〇
〇
ｍ
自
由
形
・

四
〇
〇
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
）

 

9 

水
泳
部
国
民
体
育
大
会
出
場
（
女
子
五
〇
ｍ
自
由
形
・
一
〇
〇
ｍ
自
由

形
・
四
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー
）

 

9 

第
72
回
体
育
会

 

10 

第
72
回
文
化
発
表
会

 

11 

同
窓
会
総
会

 
 

歌
中
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
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■
平
成
三
十
一
年
度
評
議
員
会
の
協
議
経
過

　
（
母
校
教
頭
先
生
か
ら
の
情
報
報
告
を
含
む
）

第
１
回
（
Ｈ
３
１
．
４
．
２
０
）

　
　
　
　

評
議
員
等
出
席
者
数　

２
７
名

① 

新
評
議
員
（
７
０
回
生
）
の
紹
介

②  

同
窓
会
入
会
式
、
卒
業
式
、
入
学
式
等
活
動

報
告

③ 

第
９
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催
報
告

④  

同
窓
会
本
部
役
員
及
び
活
動
計
画
、
決
算
・

予
算
の
協
議

⑤ 

記
念
同
期
会
の
発
足
促
進

第
２
回
（
Ｒ
元
．
５
．
１
８
）

　
　
　
　

評
議
員
等
出
席
者
数　

２
９
名

① 

総
会
の
準
備
状
況

② 

記
念
同
期
会
の
準
備
状
況

③ 

三
者
懇
談
会
の
開
催

第
３
回
（
Ｒ
元
．
６
．
２
２
）

　
　
　
　

評
議
員
等
出
席
者
数　

１
９
名

① 

総
会
実
行
委
員
会
の
設
置

② 

総
会
ま
で
の
準
備
作
業
＆
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

③ 

記
念
同
期
会
の
準
備
状
況

④ 

三
者
懇
談
会
の
開
催
報
告

第
４
回
（
Ｒ
元
．
７
．
２
０
）

　
　
　
　

評
議
員
等
出
席
者
数　

２
５
名

① 

総
会
の
準
備
状
況
（
案
内
状
等
）

② 

記
念
同
期
会
の
準
備
状
況

③ 

同
窓
会
会
報
の
発
行
準
備
状
況

④ 

体
育
会
＆
文
化
発
表
会
へ
の
取
組
み

第
５
回
（
Ｒ
元
．
９
．
７
）

　
　
　
　

評
議
員
等
出
席
者
数　

３
９
名

① 

新
任
評
議
員
の
承
認

②  

総
会
の
準
備
状
況
（
準
備
連
絡
会
の
開
催
報

告
）

③ 

記
念
同
期
会
の
準
備
状
況

④ 

会
報
発
行
の
準
備
状
況

⑤ 

体
育
祭
、
文
化
発
表
会
に
つ
い
て

⑥ 
総
会
案
内
状
発
送
作
業

第
６
回
（
Ｒ
元
．
１
０
．
５
）

　
　
　
　

評
議
員
等
出
席
者
数　

２
２
名

① 

総
会
の
準
備
状
況

② 

記
念
同
期
会
の
準
備
状
況

③ 

会
報
発
行
の
準
備
状
況

④  

体
育
祭
の
報
告
、
文
化
発
表
会
、
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
へ
の
参
加
要
請
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会　計　報　告
平成 31 年 3 月 31 日現在

財 務 委 員 会

平成30年度（H30.4.1 ～ H31.3.31）決算報告書
（単位：円）

収　入　の　部 支　出　の　部

項　　　目 金　　　額 項　　　目 金　　　額

一　

般　

会　

計

前 期 繰 越 金
新 会 員 会 費
預 金 利 息
支 援 金

小 計

4,445,937
738,136

35
366,000

5,550,108

会 議 費
事 務 費
通 信 費
奨 励 金
慶 弔 費
印 刷 費
特 別 事 業
総会会計へ振替
次 期 繰 越 金

小 計

56,477
0

36,300
290,000
90,000
280,860
218,407
185,417
4,392,647

5,550,108

総　

会　

会　

計

総 会 会 費
賛 助 金
祝 儀
懇 親 会 会 費
一般会計から振替

小 計

660,000
491,775
40,000
42,000
185,417

1,419,192

会 議 費
事 務 費
通 信 費
印 刷 費

小 計

880,165
92,223
359,864
86,940

1,419,192

合 計 6,969,300 合 計 6,969,300

同
窓
会
規
約

第
１
章　

総　
　
　
　
　

則

第
１
条 

本
会
は
歌
敷
山
中
学
校
同
窓
会
と
称

す
る
。

第
２
条 

本
会
は
事
務
局
を
神
戸
市
立
歌
敷
山

中
学
校
（
以
下
母
校
と
称
す
る
）
内

に
置
く
。

第
２
章　

目
的
お
よ
び
事
業

第
３
条 

本
会
は
会
員
相
互
の
教
養
を
高
め
、
親

睦
を
は
か
り
、
併
せ
て
母
校
の
教
育
を

振
興
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
４
条 

本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
下
記
の
事
業
を
行
う
。

　
　

１
． 

会
報
等
の
発
行
、
名
簿
の
管
理
、
諸

会
合
の
開
催

　
　

２
． 

母
校
教
育
活
動
へ
の
協
力

　
　

３
． 

そ
の
他
、
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
必
要
な
事
項

第
３
章　

会　
　
　
　
　

員

第
５
条 

本
会
は
次
の
会
員
を
も
っ
て
組
織
す

る
。

　
　

正
会
員　
　

⑴
母
校
卒
業
者

　
　
　
　
　
　
　

⑵ 

母
校
に
在
籍
し
た
者
で
、

正
会
員
の
紹
介
で
評
議
員

会
の
承
認
を
得
た
者

　
　

客
員
会
員　

⑴ 

母
校
職
員
お
よ
び
母
校
旧

職
員

　
　
　
　
　
　
　

⑵ 

母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

第
４
章　

役　
　
　
　
　

員

第
６
条 

本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。
そ
の
任
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期
は
そ
れ
ぞ
れ
２
年
と
し
、
再
選
を

妨
げ
な
い
。

 

会
長
１
名　
　
　

副
会
長
若
干
名

 

理
事
若
干
名　
　

監
事
若
干
名

 

評
議
員
、
各
卒
業
年
度
若
干
名

第
７
条 
会
長
お
よ
び
副
会
長
は
、
理
事
中
よ

り
互
選
す
る
。
会
長
は
本
会
を
代
表

し
、
会
務
を
統
括
す
る
。
会
長
に
事

故
が
あ
る
と
き
は
、
副
会
長
が
そ
の

職
務
を
代
行
す
る
。

第
８
条 

理
事
は
評
議
員
中
よ
り
互
選
す
る
。

こ
の
外
、
必
要
に
よ
り
会
長
は
評
議

員
会
の
承
認
を
経
て
正
会
員
に
理
事

を
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
理
事

は
理
事
会
を
組
織
し
、
重
要
事
項
を

審
議
す
る
。

第
９
条 

監
事
は
正
会
員
中
よ
り
評
議
員
会
に

お
い
て
選
出
す
る
。
監
事
は
本
会
の

会
務
並
び
に
収
支
決
算
を
監
査
す
る
。

第
10
条 

評
議
員
は
正
会
員
中
よ
り
選
出
し
、

評
議
員
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す

る
。
評
議
員
は
評
議
員
会
を
組
織
し
、

重
要
事
項
を
審
議
・
決
定
す
る
。
ま
た
、

評
議
員
は
出
身
回
生
を
代
表
し
、
当

該
回
生
の
同
窓
会
諸
活
動
と
本
部
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

第
11
条 

本
会
に
相
談
役
若
干
名
を
置
く
こ
と

が
で
き
る
。
相
談
役
は
、
正
会
員
で

本
会
に
功
労
あ
っ
た
者
の
中
お
よ
び

客
員
の
中
よ
り
理
事
会
の
推
薦
で
会

長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。
母
校
校
長

は
そ
の
在
任
中
相
談
役
と
す
る
。
母

校
教
頭
は
そ
の
在
任
中
、
同
窓
会
事

務
局
副
委
員
長
と
す
る
。

第
５
章　

会　
　
　
　
　

議

第
12
条 

評
議
員
会
・
理
事
会
は
会
長
が
こ
れ

を
招
集
し
、
議
長
を
指
名
す
る
。
そ

の
議
事
は
出
席
し
た
評
議
員
・
理
事

の
過
半
数
の
同
意
を
も
っ
て
決
す
る
。

可
否
同
数
で
あ
る
と
き
は
議
長
の
決

す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
13
条 

評
議
員
会
・
理
事
会
に
出
席
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
評
議
員
・
理
事
は
書

面
を
も
っ
て
他
の
評
議
員
・
理
事
に

委
任
し
表
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
予
め
通
知
し
た
事
項
に
関

し
て
は
出
席
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
14
条 

す
べ
て
の
会
議
に
は
次
の
事
項
を
記

載
し
た
議
事
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を

保
存
す
る
。

　
　

１
． 

開
会
の
日
時
、
場
所
、
出
席
者
お
よ

び
付
議
事
項

　
　

２
． 

議
事
経
過
の
要
領
お
よ
び
結
果

第
15
条 

原
則
と
し
て
毎
年
総
会
を
開
催
す
る
。

総
会
は
、
会
員
相
互
の
交
流
・
親
睦
、

同
窓
会
諸
活
動
の
報
告
の
場
と
す
る
。

 
会
長
が
総
会
を
招
集
・
開
催
す
る
。

企
画
実
行
は
総
会
実
行
委
員
会
が
行

う
。
総
会
実
行
委
員
会
は
、
理
事
・

評
議
員
お
よ
び
正
会
員
よ
り
構
成
さ

れ
る
。
こ
の
外
、
必
要
に
よ
り
臨
時

総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
６
章　

資
産
お
よ
び
会
計

第
16
条 

本
会
の
経
費
は
、
入
会
金
、
会
費
、

寄
付
金
お
よ
び
そ
の
他
の
収
入
に

よ
っ
て
賄
う
。

第
17
条 

正
会
員
は
本
会
に
要
す
る
会
費
等
を

負
担
す
る
。

第
18
条 

入
会
金
は
、
原
則
と
し
て
、
在
学
中

に
積
み
立
て
た
一
定
の
金
額
を
も
っ

て
充
当
す
る
。

第
19
条 

前
条
に
よ
り
収
納
し
た
入
会
金
と
会

費
等
は
、
こ
れ
を
一
般
会
計
と
総
会

会
計
に
分
け
る
。

第
20
条 

会
計
は
、
理
事
が
こ
れ
を
行
な
い
、

そ
の
決
算
は
、
監
事
の
監
査
を
経
た

後
評
議
員
会
の
承
認
を
経
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。　

第
21
条 

一
般
会
計
よ
り
生
じ
た
余
剰
金
に
つ

い
て
は
、
理
事
会
の
承
認
を
得
て
総

会
会
計
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
22
条 

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
４
月
１

日
よ
り
翌
年
３
月
31
日
ま
で
と
す
る
。

第
７
章　

補　
　
　
　
　

則

第
23
条 

本
規
約
は
、
理
事
会
お
よ
び
評
議
員

会
に
お
い
て
出
席
の
四
分
の
三
以
上

の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
24
条 

本
会
は
、
支
部
を
地
方
、
会
社
、
学
校
、

な
ど
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、

支
部
規
約
は　

別
に
こ
れ
を
定
め
る
。

付　
　

則

昭
和
55
年
6
月
1
日
、
新
規
同
窓
会
規
約
制
定

平
成
10
年
11
月
8
日
、
第
１
回
改
正

平
成
18
年
4
月
15
日
、
第
２
回
改
正

平
成
29
年
10
月
7
日
、
第
３
回
改
正

参
考
： 

昭
和
25
年
5
月
、
歌
敷
山
中
学
校
同
窓

会
の
発
足
と
規
約
発
表
が
あ
っ
た
と
の

記
録
が
あ
る
。

歌敷山中学校同窓会会報 （35）



歌
敷
山
中
学
校
同
窓
会
役
員
一
覧

（
令
和
元
年
十
一
月
四
日
現
在
）

本
部
役
員

　
　

会　

長

 

山
口　

雅
登
（
17
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
三
〇
二
ー
九
〇
九
三

　
　

副
会
長

 
青
木　

宏
真
（
22
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
八
一
ー
三
八
六
三

　
　

事
務
局
長
（
理
事
）

 

山
際　
　

丈
（
17
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
九
九
二
ー
三
九
二
四

　
　

事
務
局
委
員
（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

 

藪　
　

忠
司
（
８
回
生
）

☎
（
〇
九
〇
）
八
七
九
九
ー
六
八
二
七

　
　

事
務
局
委
員
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当
）

 

中
川　

知
春
（
51
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
〇
六
ー
四
〇
六
六

　
　

名
簿
委
員
会
委
員
長
（
理
事
）

 

東
石　

満
夫
（
17
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
九
九
一
ー
二
五
五
六

　

（兼）
財
務
委
員
会
委
員
長
（
理
事
）

 

青
木　

宏
真
（
22
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
八
一
ー
三
八
六
三

　
　

財
務
委
員
会
委
員

 

砂
川　

廣
行
（
15
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
九
一
ー
八
七
五
二

　
　

財
務
委
員
会
委
員

 

國
方
美
知
子
（
22
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
〇
七
ー
三
六
五
五

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
委
員
長
（
理
事
）

 

伊
藤　
　

宏
（
６
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
〇
七
ー
八
五
六
〇

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
委
員
（
体
育
会
担
当
）

 

酒
井　

丈
子
（
26
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
八
一
ー
二
八
九
九

　
　

同

 

佐
伯　

省
一
（
26
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
〇
六
ー
五
六
五
九

　
　

同

 

松
下　

聡
子
（
29
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
〇
八
ー
五
八
二
六

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
委
員
（
文
化
発
表
会
担
当
）

 

林　

佐
名
哉
（
７
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
八
五
ー
三
二
三
三

　
　

同

 

津
田
美
智
子
（
９
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
八
四
一
ー
七
三
七
二

　
　

同

 

花
田　

春
洋
（
11
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
〇
七
ー
六
五
一
八

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
（
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
担
当
）

 

黒
島　

陸
枝
（
７
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
八
二
ー
一
五
四
一

　
　

同

 

濵
田　

豊
機
（
11
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
〇
九
ー
五
一
八
八

　
　

同
（兼）

 

津
田
美
智
子
（
９
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
八
四
一
ー
七
三
七
二

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
（
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
担
当
）

 
阿
部　

洋
子
（
17
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
九
二
三
ー
九
三
三
四

　
　

同

 

真
期　

晴
代
（
17
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
〇
七
ー
四
〇
三
五

　
　

同
（兼）

 

藤
本　

純
子
（
17
回
生
）

 

☎
（
〇
九
〇
）
六
九
六
二
ー
八
七
二
九

　
　

広
報
委
員
会
委
員
長
（
理
事
）

 

藤
本　

純
子
（
17
回
生
）

☎
（
〇
九
〇
）
六
九
六
二
ー
八
七
二
九

　
　

広
報
委
員
会
委
員
（兼）

 

伊
藤　
　

宏
（
６
回
生
）

 

☎
（
〇
七
八
）
七
〇
七
ー
八
五
六
〇

・
監　

事

 

黒
島　

陸
枝
（
７
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
八
二
ー
一
五
四
一

 

林　

佐
名
哉
（
７
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
八
五
ー
三
二
三
三

 

酒
井　

康
夫
（
11
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
〇
九
ー
三
七
七
〇

・
同
窓
会
担
当
母
校
教
頭

　
　
（
事
務
局
副
委
員
長
）

 

沖　
　

憲
治

☎
（
〇
七
八
）
七
〇
七
ー
八
八
六
四
（
母
校
）

・
相
談
役

　
　

母
校
校
長

 

前
川
志
の
ぶ

　
　

元
会
長

 

竹
中　

義
明
（
１
回
生
）

　
　

前
会
長

 

濵
田　

豊
機
（
11
回
生
）

評
議
員

　
　

１
回
生 

竹
中　

義
明　
　

木
下　

ト
ミ

　
　

２
回
生 

岡
本　

正
幸

　
　

３
回
生 

永
井　

昭
夫　
　

吉
岡
昭
一
郎

 

中
村　

義
正

　
　

４
回
生 

塩
崎　
　

武　
　

長
野　
　

齊

　
　

５
回
生 

神
部　

元
成　
　

日
置　

直
美

 

原
田　

良
彦　
　

６
回
生 

伊
藤　
　

宏　
　

角
南
冨
美
子
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春
田
多
美
子

７
回
生 

林　

佐
名
哉　
　

黒
島　

陸
枝

８
回
生 

曽
谷　

全
博　
　

森　
　

吉
正

 

藪　
　

忠
司　
　

北
畠　

哲
夫

９
回
生 

大
谷　

靖
彦　
　

𠮷
田　
　

基

 

津
田
美
智
子　
　

左　
　

吉
宏

10
回
生 

泉　
　

一
誠　
　

立
花　

宏
昭

 

吉
川　
　

彰

11
回
生 
西
谷　

智
美　
　

花
田　

春
洋

 
山
下　

和
代　
　

濵
田　

豊
機 

 
中
村　

和
弘　
　

藤
井　

英
明

 

平
田　

孝
子　
　

酒
井　

康
夫

 

磯
野　

久
代　
　

松
下　

孝
輔

 

吉
田
日
出
子　
　

北
川　
　

守

12
回
生 

冨
士　

繁
一　
　

細
川　

光
孝

 

毛
利　
　

倫　
　

山
本　

義
宏

13
回
生 

14
回
生 

隅
田　

雅
裕　
　

東　
　

重
夫

15
回
生 

堀
江　

正
明　
　

中
村　

光
政

 

高
谷　

道
徳　
　

加
藤
美
恵
子

 

砂
川　

廣
行　
　

平
沼
加
代
子

16
回
生 

井
上　

文
子　
　

安
藤
隆
太
郎

17
回
生 

東
石　

満
夫　
　

藤
本　

純
子

 

阿
部　

洋
子　
　

山
口　

雅
登

 

高
杉　

優
子　
　

真
期　

晴
代

 

冨
士　

健
二　
　

山
際　
　

丈

18
回
生 

田
中
真
理
子　
　

黒
田　

修
一

19
回
生 

浜
田　
　

論　
　

稲
葉　

正
昭

 

藤
井
三
恵
子　
　

20
回
生 

中
原　

憲
造　
　

喜
多　

昭
二

21
回
生 

改
発　

秀
彦　
　

北
森　

哲
治

 

宮
崎　

郁
子　
　

清
水　

圭
子

22
回
生 

青
木　

宏
真　
　

中
川　

敏
代

 

國
方
美
知
子

23
回
生 

藤
谷　
　

積

24
回
生 

長
谷　

英
彦　
　

臼
井
ユ
リ
子

 

阿
部
ま
ど
か　
　

斎
藤　

邦
子

 

林　
　

隆
嗣

25
回
生 

滝
井
美
代
治　
　

小
川
ふ
さ
栄

 

野
下　

明
美　
　

中
瀬　

俊
明

26
回
生 

佐
伯　

省
一　
　

酒
井　

丈
子

27
回
生 

長
谷
川
真
理

28
回
生 

牧
原　

典
子

29
回
生 

榎　
　

克
佳　
　

作　
　

和
憲

 

大
野
由
華
利　
　

壷
井　

勇
次

 

松
下　

聡
子

30
回
生 

前
田　
　

徹　
　

高
谷　

理
恵

31
回
生 

井
本
美
千
代　
　

村
田　

康
樹

32
回
生 

木
之
下　

悟　
　

鎌
田　

耕
吉

33
回
生 

浜
口
ま
ゆ
み　
　

山
本　

明
弘

 

古
賀　

広
志

34
回
生 

上
田　

貴
久　
　

稲
岡　

和
美

35
回
生 

中
野
と
し
子　
　

藤
浦
健
二
郎

 

津
村　

健
一

36
回
生 

日
根
野
谷
幸
子

37
回
生 

恩
田　

香
代　
　

田
尻　

浩
三

38
回
生 

横
山　

秀
男　
　

宮
本　

明
子

39
回
生 

神
尾　

雅
之　
　

山
本　

浩
司

 

山
岡　

純
子　
　

40
回
生 

内
田　

雅
之　
　

柴
田　
　

大

41
回
生 

辻　
　

琴
代

42
回
生 

素
野
ゆ
う
子　
　

都
賀　
　

明

 

百
瀬　

道
春

43
回
生 
北
田　

真
理

44
回
生 
田
村　

公
伯　
　

素
野
貴
巳
子

 
大
倉　

尚
志

45
回
生 

田
中　

元
樹　
　

有
馬　

龍
平

46
回
生 

正
井　

迅
一　
　

澤
田　

典
子

47
回
生

48
回
生 

西
村　
　

晃　
　

大
坪　

茂
幹

49
回
生 

桂　
　

翔
生　
　

宮
崎　

秀
一

 

今
泉
ひ
ろ
み

50
回
生 

土
江　

美
穂　
　

近
藤　

尚
子

 

野
津　

那
月

51
回
生 

中
川　

知
春　
　

西
野　

洋
一

52
回
生 

小
渡　

良
宣　
　

伊
藤
絵
里
香

53
回
生 

南
原　

健
司　
　

八
田
原
納
苗

54
回
生 

外
浦　

瑞
穂　
　

十
倉　

容
子

 

高
濱　

将
希　
　

林　
　

和
美

55
回
生 

北
野　

貴
寛　
　

平
木
英
理
子

56
回
生 

葛
尾　

奈
帆　
　

米
井　

美
佳

 

佐
々
木　

彩　
　

青
木　

俊
典

57
回
生 

原　
　
　

裕　
　

丸
山　

有
希

 

都　
　

昌
平　
　

久
保　

絢
菜

58
回
生 

上
山　

孟
巳　
　

原
田　

夏
実

　
　
　

 

杉
原　

彬
元　
　

中
本　

博
子

59
回
生 

渡
辺　

彩
乃　
　

大
倉　

雅
夢

 

都　

亜
由
美　
　

60
回
生 

猪
塚　
　

萌　
　

中
尾　

亮
太

 

秋
間　
　

梓　
　

入
江　

健
志

61
回
生 

皆
木
雄
太
郎　
　

森　
　

美
波

 

中
川
紗
也
香　
　

上
田　

優
馬

62
回
生 

上
田　

仁
史　
　

菅　
　

良
平

 

首
藤　

美
紀　
　

渡
辺　

涼
乃

63
回
生 

渡
辺
沙
也
子　
　

水
谷　
　

薫

 

久
保
滉
一
郎　
　

岡
山　

知
輝

64
回
生 

清
水　

一
哉　
　

富
永　

榛
人

 

須
藤　

万
結　
　

浦
田　

春
菜

65
回
生 

野
田　

賛
太　
　

小
林　

遥
香

 

山
田　

咲
良

66
回
生 

鈴
木　

琢
也　
　

遠
藤
加
奈
子

 

大
須
賀
詩
織　
　

中
田　

陽
久

67
回
生 

小
川　
　

紘　
　

廣
瀬　

理
帆

 

田
村　
　

駿　
　

迫
平　

晴
香

68
回
生 

日
高　

瑞
希　
　

大
西　

夏
貴

 

内
藤　

優
奈　
　

泉　
　

将
太

69
回
生 

市
川　

杏
奈　
　

岩
木　

文
努

 

武
田　

史
明　
　

有
元
こ
こ
ろ

70
回
生 

小
玉　

拓
未　
　

江
戸　

遥
香

　
　
　

 

宇
多
村
結
子　
　

清
藤　

蒼
和
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３　

同
期
会
へ
の
助
成
金
に
つ
い
て

同
窓
会
活
動
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
各
学
年
主
催
の
「
同
期
会
」
を
開
催
す

る
時
に
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
条

件
に
同
窓
会
本
部
よ
り
助
成
金
が
出
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
同
窓
会
事
務
局
へ
連
絡
下
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
九
〇
ー
二
〇
一
〇
ー
〇
五
三
一

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
に
つ
い
て

（
御
協
力
お
願
い
）

ご
承
知
の
通
り
母
校
で
も
毎
年
「
ト
ラ
イ
や

る
・
ウ
ィ
ー
ク
」
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

次
代
を
担
う
若
者
に
実
社
会
へ
の
体
験
の
場
を

通
じ
、
地
域
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
深
め
る
こ

と
で
、
健
全
な
成
長
と
働
く
こ
と
の
意
義
を
醸

成
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度

は
十
一
月
十
一
日
〜
十
五
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
「
体
験
の
場
」
を
同
窓
会
と
し
て
も
支

援
し
て
い
き
た
く
、
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
方
、

可
能
性
の
あ
る
方
は
気
軽
に
後
記
の
担
当
者
へ

ご
連
絡
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

１　

賛
助
金
、
支
援
金
ご
協
力
の
御
礼

（
事
務
局
、
財
務
委
員
会
）

　

本
年
度
も
総
会
開
催
に
当
た
り
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
会
員
の
皆
様

の
賛
同
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
例
年
の
こ
と
な

が
ら
深
く
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
同

窓
会
へ
の
皆
様
の
熱
い
気
持
ち
を
大
切
に
し
、

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

２　

来
年
度
総
会
予
定
に
つ
い
て
（
事
務
局
）　

　

来
年
度
（
二
〇
二
〇
年
度
）
総
会
は
、
舞
子

ビ
ラ
に
て
二
〇
二
〇
年
十
一
月
七
日
（
土
）
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
学
年
記
念
同
期
会
と
併
せ

て
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〔
記
念
同
期
会
〕

　

十
一
回
生
（
六
十
周
年
）

二
十
一
回
生
（
五
十
周
年
）

三
十
一
回
生
（
四
十
周
年
）

四
十
一
回
生
（
三
十
周
年
）

■
今
ま
で
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
体
験
の
場

（
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校
・
商
店
・
病
院
・

動
物
病
院
・
旅
行
社　

他
）

■
連
絡
先

歌
敷
山
中
学
校
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」

推
進
委
員
会

担
当
…
伊
地 

兼
弥
先
生　

井
上 

昌
代
先
生

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
八
ー
七
〇
七
ー
八
八
六
四

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
八
ー
七
〇
七
ー
八
八
六
五

●お　願　い●
同窓生の皆さん：ホームカミングデー、体育会、文化発
表会、総会・懇親会に参加、ご協力いただきありがとうご
ざいます。
　〒６５５- ００３７　
　垂水区歌敷山３－１－１０
　携　帯　０９０－６９６２－８７２９
　１７回生　藤本　純子

●賛助金・支援金のお願い●
振込先　郵便振替　1口２，０００円以上
口座記号・番号　００９７０－６－１８７０１９
加入者名　歌敷山中学校同窓会
　　お振込いただいた方には会報をお届けします。

フェイスブック
www.facebook.com/utasikiyama.dousoukai/
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歌
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第
二
十
六
号
（
令
和
元
年
十
一
月
四
日
号
）

令
和
元
年
十
一
月
四
日
発
行

〒
六
五
五
ー
〇
〇
三
七

　

神
戸
市
垂
水
区
歌
敷
山
二
丁
目
四
ー一

（
神
戸
市
立
歌
敷
山
中
学
校
内
）

　

歌
敷
山
中
学
校
同
窓
会

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
八
）七
〇
七
ー
八
八
六
四

編　

集　

会
報・広
報
委
員
会

印　

刷　

㈲
新
和
プ
リ
ン
ト
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